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南国市の家計簿 ………………………
人権学習シリーズほか ………………
我がまちの名工 ………………………
男女共同参画シリーズ ………………
農作業料金 ……………………………
カメラリポート ………………………
みんなの広場 …………………………
お知らせ ………………………………
健康文化都市・南国 …………………

　１月３日、スポーツセンターで

成人式が行われました。

　新成人たちは式典終了後、久々

に会った友人や恩師との再会を喜

び合い、晴れやかな笑顔の輪が広

がっていました。

（Ｐ10に関連記事を掲載）

再会を喜び、笑顔の輪再会を喜び、笑顔の輪
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南
国
市
の
普
通
会
計
の
決
算
状
況
は
、

歳
入
が
205
億
７
千
190
万
５
千
円
、
歳
出
が

204
億
１
千
749
万
６
千
円
で
、
歳
入
歳
出
差

引
額
は
１
億
５
千
440
万
９
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
翌
年
度
へ
の
繰
り
越
し
財
源
６
千

626
万
９
千
円
を
除
く
と
、
８
千
814
万
円
の

黒
字
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税
総
額

は
、
２
億
７
千
573
万
６
千
円
の
減
と
な
っ

た
ほ
か
、
地
方
譲
与
税
１
千
113
万
８
千
円
、

各
種
交
付
金
１
千
330
万
７
千
円
、
そ
れ
ぞ

れ
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
方
交
付
税
は

１
億
２
千
358
万
３
千
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

　

地
方
債
借
入
残
高
は
、
平
成
21
年
度
末

残
高
191
億
９
千
845
万
６
千
円
、
対
前
年
マ

イ
ナ
ス
21
億
６
千
993
万
３
千
円
、

10.2
％
の

減
と
な
り
、
市
債
発
行
の
抑
制
と
公
的
資

金
補
償
金
免
除
繰
り
上
げ
償
還
に
よ
り
着

実
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支

比
率
は

92.7
％
と
、
対
前
年
0.3
ポ
イ
ン
ト
改

善
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
90
％
を
超
す

財
政
の
硬
直
し
た
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
に

よ
り
健
全
な
財
政
運
営
確
立
に
向
け
、
行

財
政
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

歳
入
総
額
は
、
205
億
７
千
190
万
５
千
円
で
、

前
年
度
決
算
額
に
比
べ
21
億
４
千
205
万
８
千
円

（
11.6
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
税
で
は
、
市
民
税
は
１
億
７
千
459
万
２
千

円
、
固
定
資
産
税
は
９
千
541
万
４
千
円
の
減
と

な
り
、
税
収
全
体
で
は
対
前
年
度
２
億
７
千
573

万
６
千
円
（
4.3
％
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
対
前
年
度
１
億
２
千
358
万

３
千
円
（
2.7
％
）
の
増
、
地
方
譲
与
税
は
１
千

113
万
８
千
円
（
5.0
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
定
額
給
付
金
給
付
事
業
費

補
助
金
が
７
億
７
千
44
万
円
、
地
域
活
性
化
・

公
共
投
資
臨
時
交
付
金
４
億
９
千
963
万
７
千
円
、

地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
２

億
８
千
874
万
７
千
円
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当

交
付
金
２
千
448
万
円
の
増
な
ど
に
よ
り
、
全
体

で
は
対
前
年
21
億
302
万
５
千
円
（
85.4
％
）
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
支
出
金
は
、
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
費

補
助
金
３
千
581
万
１
千
円
、
ふ
る
さ
と
雇
用
再

生
特
別
基
金
事
業
費
補
助
金
１
千
650
万
６
千
円
、

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
負
担
金
781
万
９
千
円

が
増
と
な
り
、
対
前
年
１
億
５
千
550
万
７
千
円

（
13.9
％
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
債
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
が
２
億
２
千

607
万
８
千
円
、
鳶
ヶ
池
中
学
校
校
舎
大
規
模
改

造
事
業
債
１
億
４
千
10
万
円
、
長
岡
小
学
校
屋

内
運
動
場
増
改
築
事
業
債
１
億
390
万
円
の
増
に

よ
り
、
対
前
年
２
億
９
千
721
万
円
（
31.9
％
）
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

８
千
814
万
円
の
黒
字

借
金
で
あ
る
地
方
債
借
入
残
高
は

着
実
に
減
少

市
税
と
地
方
譲
与
税
は
減
額
、

地
方
交
付
税
お
よ
び
国
の
経
済
対
策

に
よ
り
国
庫
支
出
金
は
増
額

歳入歳入

総括総括

南国市の家計簿21年度の
決算報告

市 税

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

繰 入 金

そ の 他

61億7,876万７千円（30.0％）

47億1,698万円（22.9％）

45億6,460万２千円（22.2％）

12億7,713万２千円（6.2％）

12億2,814万８千円（6.0％）

２億5,971万６千円（1.3％）

23億4,656万円（11.4％）

皆さんが納めた税金

財政収入を一定の基準に保つため
に国から交付される財政援助資金

国が使い道を決めて渡すお金

県が使い道を決めて渡すお金

財政上の必要に応じて借り入れる
お金

預金などから引き出したお金

保育所や老人ホーム入所者の負担
金、証明書手数料、公共施設利用料
などのお金

歳入の内訳 205億7,190万５千円
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歳
出
総
額
は
、
204
億
１
千
749
万
６
千
円
で
前

年
度
決
算
額
に
比
べ
て
24
億
７
千
890
万
３
千
円

（
13.8
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

性
質
別
歳
出
の
状
況
は
、
義
務
的
経
費
の
う

ち
、
人
件
費
は
４
千
924
万
１
千
円
（
1.3
％
）
の

増
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
定
年
退
職
者
や

勧
奨
退
職
者
に
係
る
退
職
手
当
の
増
が
そ
の
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
扶
助
費
は
、
対
前
年
１

億
３
千
681
万
５
千
円
（
3.6
％
）
の
増
と
な
っ
て

お
り
、
障
害
者
自
立
支
援
事
業
費
や
生
活
保
護

扶
助
費
の
増
が
そ
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
債
費
は
、
定
時
償
還
お
よ
び
公
的
資
金
補
償

金
免
除
繰
り
上
げ
償
還
額
の
減
に
よ
り
５
億
９

千
15
万
９
千
円
（
13.3
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
は
、
鳶
ヶ
池
中
学
校
校
舎
大
規

模
改
造
事
業
費
や
長
岡
小
学
校
屋
内
運
動
場
増

改
築
事
業
費
の
増
に
よ
り
９
億
８
千
592
万
円
（
73.3

％
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

物
件
費
で
は
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
費
や
災

害
用
備
蓄
用
品
等
購
入
費
に
伴
う
防
災
費
の
増

な
ど
に
よ
り
２
億
７
千
969
万
６
千
円
（
16.9
％
）

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
積
立
金
で
は
、
減
債

基
金
積
立
金
お
よ
び
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資

基
金
積
立
金
の
増
な
ど
に
よ
り
４
億
９
千
393
万

１
千
円
（

322.9
％
）
の
増
額
、
貸
付
金
で
は
、
南

国
市
地
域
雇
用
創
出
推
進
協
議
会
貸
付
金
お
よ

び
南
国
市
奨
学
金
の
増
に
よ
り
１
千
548
万
円
（
53.7

％
）
の
増
額
、
繰
出
金
で
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
繰
出
金
な
ど
の
増
に
よ
り
４
千
766
万
３

千
円
（
2.5
％
）
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
と
積
立
金
は
大
幅
増
額
、

公
債
費
（
借
金
の
返
済
金
）
は
減
額

歳出歳出

皆さんが納めた税金や国・県からの支出金、地方交付税は、どのように使
われたのでしょう？昨年度の南国市の収入と支出についてお知らせします。

◦普通会計とは？
　一般会計・住宅新築資金等貸付事業特別会計・
土地取得事業特別会計の合計額から、繰り入れや
繰り出しなど、会計間の重複額を控除した統計上
の会計区分です。

◦経常収支比率とは？
　地方税などの経常一般財源収入のうち、人件費
や公債費などの経常支出にどれだけ充当されたか
を示すもの。一般的に、市では 75％程度が妥当
と考えられています。

用語
解説

民 生 費

公 債 費

総 務 費

教 育 費

土 木 費

衛 生 費

農林水産業費

消 防 費

議 会 費

商 工 費

労 働 費

災 害 復 旧 費

70億4,329万８千円（34.5％）

38億5,712万６千円（18.9％）

32億6,920万５千円（16.0％）

17億6,471万７千円（8.6％）

16億2,364万９千円（8.0％）

　10億9,375万３千円（5.4％）

　６億9,819万９千円（3.4％）

　６億4,769万９千円（3.2％）

　１億9,119万３千円（0.9％）

　１億3,464万８千円（0.7％）

　8,896万３千円（0.4％）

　 504万６千円（0.0%）

保育所や高齢者の施設の運営、
生活保護などにかかる費用

必要上借り入れた借金の返済に
かかる費用

住民票・戸籍管理、市税の課税・
徴収、市庁舎の維持管理などに
かかる費用

小中学校の環境整備、図書館や
公民館の運営などにかかる費用

道路の整備や公園の建設、市街
地の開発などにかかる費用

ごみの収集や健康診断などに
かかる費用

農道・水路の修繕や改良、農林
水産業の振興にかかる費用

消防署の消火・救急活動や防
災、災害対策にかかる費用

議員報酬や議会運営にかかる
費用

商工業の振興にかかる費用

労働金庫などへの制度融資に
かかる費用

災害復旧にかかる費用

目的別歳出の内訳 204億1,749万６千円
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8.6％

3.2％

0.2％

9.5％

そ
の

他

32.132.1
％

そ
の

他

％

18.9％

9.5％

投資的
経費 11.4％
投資的
経費 11.4％

物件費

補助費等

積立金

貸付金

繰出金

1.1％
その他

18.2％
人件費

19.4％
扶助費

公債費

歳出歳出
性質別性質別

義義

務

的

経

費
56.556.5
％

務

的

経

費

％

11.4％11.4％

普通建設
　事業費
普通建設
　事業費

性質別歳出の内訳

たばこ税
 7,360円 
（17,182円）

その他
143円

（334円）

軽自動車税
2,564円

（5,985円）

市民税
47,141円

（110,051円）

固定資産税
67,856円

（158,409円）

＊（　）内は１世帯当たりの負担額です。
　平成22年３月31日現在の人口49,405人、世帯数21,163世帯で計算したものです。

１人当たりの市税負担額　125,064円 （１世帯当たりの市税負担額　291,961円）

義務的経費 115億2,941万１千円
人 件 費 37億1,949万７千円
扶 助 費  39億5,278万８千円
公 債 費 38億5,712万６千円

投資的経費 23億3,186万７千円
普通建設事業費  23億2,682万１千円
災害復旧事業費 504万６千円

その他 65億5,621万８千円
物 件 費 19億3,246万９千円
補 助 費 等 17億6,337万３千円
積 立 金 ６億4,688万　　円
貸 付 金 4,432万　　円
繰 出 金 19億4,307万５千円
そ の 他 ２億2,610万１千円

計 204億1,749万６千円

204億1,749万６千円

４

　

つ
ら
く
な
っ
た
時
、
悲
し
い
時
、
ど

う
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
な
か
な
か
う
ま

く
対
処
で
き
な
い
も
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
ふ
と
寂
し
く
な
り
、
同
僚
と

「
私
た
ち
、
軽
い
う
つ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
」
と
言
い
合
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

　

新
し
い
部
署
へ
配
属
さ
れ
た
時
に
、

そ
の
部
署
の
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
を
周

り
の
若
い
人
々
に
聞
け
な
い
、
聞
か
な

い
、
中
高
年
の
男
性
が
多
い
と
い
う
話

を
聞
き
ま
し
た
。
若
者
や
女
性
に
対
し

分
か
ら
な
い
こ
と
を
聞
く
こ
と
は
、
自

分
の
沽
券
に
か
か
わ
る
、
と
い
う
こ
と

な
の
で
し
ょ
う
か
？
経
験
が
あ
り
、
そ

の
分
野
で
は
と
て
も
力
の
あ
る
人
が
、

実
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
休

職
に
至
る
例
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

日
本
の
男
性
は
小
さ
い
時
か
ら
、「
男

の
子
は
泣
か
れ
ん
」
と
弱
音
を
吐
か
な

い
よ
う
に
、
し
つ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
誰
に
も
何
も

言
え
な
い
の
で
「
黙
っ
て
耐
え
る
の
が

男
の
美
学
」
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
け

れ
ど
、
こ
う
し
た
男
ら
し
さ
は
現
代
に

か
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
黙
っ

て
ス
ト
レ
ス
を
た
め
こ
み
、
深
刻
な
場

合
に
は
う
つ
や
自
殺
に
至
る
こ
と
も
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
う
し
た
男
ら

し
さ
か
ら
は
卒
業
す
る
必
要
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
操
作
を
聞
く
こ
と
は
「
弱

音
を
吐
く
こ
と
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

情
報
化
時
代
に
教
育
を
受
け
た
若
い
世

代
の
知
識
と
中
高
年
の
経
験
を
合
わ
せ

て
、
世
代
を
超
え
た
協
力
で
い
い
仕
事

を
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
仕
事
や
生
活
、
健
康
面
な
ど

に
お
け
る
不
安
や
悩
み
も
さ
ら
っ
と
口

に
出
し
た
り
、
相
談
し
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
。

　

子
ど
も
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
高
め
る
教
育
と
し
て
、
け
ん
か
が

起
こ
っ
た
際
に
、
自
分
の
気
持
ち
を
言

葉
で
表
現
す
る
こ
と
と
、
相
手
が
ど
う

思
っ
た
か
を
し
っ
か
り
聞
く
こ
と
の
二

つ
の
や
り
と
り
を
、
必
ず
実
践
す
る
と

い
う
方
法
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

自
分
が
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
を
把

握
し
、
そ
れ
を
言
葉
に
す
る
。
そ
う
し

た
力
は
、
日
々
の
会
話
の
中
で
磨
か
れ
、

ひ
い
て
は
周
り
の
人
々
の
思
い
を
聞
き

理
解
す
る
能
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

＊
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
あ
な
た
と
あ
な

た
の
周
り
に
い
る
人
の
間
に
温
か
な

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
い
、

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

人
権
啓
発
広
報
委
員
会

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
９
）
ま
で

沽券（こけん）とコミュニケーション 
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我がまちの名工我がまちの名工

 昨年11月22日、長年同一職業に
従事し、優れた技能を社会発展の
ために役立て、功績のあった技能
職者を顕彰する「平成22年度南国
市技能功労者表彰式」が、グレー
ス浜すしで行われました。受賞者
の皆さんを紹介します（順不同）。

技能功労者表彰

　昭和60年に株式会社垣内に入社し、25年がたちました。25年の間には、さ
まざまな問題に直面することもありましたが、諸先輩方の温かいご指導や一
緒に歩んできた仲間と共に立ち向かい、乗り越えてきたことが今の自分にと
って大きな自信と力になっています。
　今後も受賞者として恥ずかしくないよう、日々努力を重ねていきたいと思
います。

山
やまなか

中　雅
まさ

之
し

さん
（大埇甲）

　金属加工作業工（一般機械器具組立作業工）／経歴25年

　昭和60年に竹中工業（現エスイージー）に入社以来、ロボット溶接から始
まり、ＮＣ（コンピューター制御）タレットパンチプレス、ＮＣレーザー切
断機のオペレーターを勤めてきました。この間のＮＣ加工機の発展は目覚ま
しいものがあり、日々勉強の毎日でした。
　これからは今までの経験を生かし、後輩たちの役に立てるように努めてい
きたいと思います。

川
かわ

久
く

保
ぼ

　清
きよし

さん
（片山）

　金属加工作業工（金属プレス工）／経歴25年

　昭和48年に株式会社ミロク製作所に入社以来、37 年がたちました。その間、
機械課、二度の関連会社出向を経て、現在は金属部品熱処理（調質）に従事
しています。
　これからは今までの経験を生かし、職場の仲間と共に少しでも企業の発展
に役立つよう、今回の受賞を励みに一層の努力をしていきたいと思います。今

いま

井
い

　弘
ひろ

昭
あき

さん
（白木谷）

　金属加工作業工（製銃・製鋼作業工）／経歴37年
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男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
！

　

「
内
容
ま
で
知
っ
て
い
る
」
割
合
は
約
１

割
で
、
「
少
し
は
知
っ
て
い
る
」
割
合
を
合

わ
せ
て
も
、
４
割
に
満
た
な
い
状
況
で
す
。

　

南
国
市
で
は
、
男
女
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
支
え
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
の
実
現
の
た
め
、
平
成
14
年
に
「
な
ん
こ
く
男
女
共
生
か
が
や
き
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
昨
年
５
月
に
実
施
し
た
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
対
象
者
／
南
国
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
市
民
２
千
人
、
有
効
回
収
数
／
713
件
）
の
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
！

Ｑ 

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

男
女
が
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し

て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機

会
が
確
保
さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に

政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的

利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、

共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
。

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の
定
義

（
男
女
参
画
社
会
基
本
法
第
２
条
よ
り
）

　

「
参
画
」
は
、
単
に
会
合
な
ど
に
出
席
・

参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、
物
事
の
計
画
や

立
案
に
主
体
的
に
加
わ
り
、
そ
の
決
定
に

意
見
を
反
映
さ
せ
る
立
場
と
な
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。

●
「
参
画
」
と
は

　

「
男
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る
」

と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
の
方
が
優
遇

さ
れ
て
い
る
」
の
割
合
を
合
わ
せ
る
と
６
割

を
超
え
て
お
り
、
社
会
全
体
に
お
い
て
、
男

女
の
地
位
は
、『
男
性
優
遇
』
意
識
の
傾
向

が
高
い
よ
う
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
は
、
単
に
女
性
と
男

性
と
が
同
等
に
並
ぶ
と
い
う
形
式
的
な
こ
と

だ
け
を
望
む
の
で
は
な
く
、
性
別
に
よ
っ
て

ハ
ン
デ
ィ
を
背
負
う
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
が
生
か
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

「
社
会
全
体
」
で
、
男
女
の
地
位
は
平
等
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？
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Ｑ
日
常
的
な
家
庭
で
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の

考
え
る
理
想
と
実
際
に
一
番
近
い
も
の
を
お
答
え
く
だ

さ
い
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
、

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
の

新
プ
ラ
ン
に
生
か
し
ま
す
！

　

南
国
市
で
は
、
男
性
も
女
性
も
日

々
の
暮
ら
し
の
中
に
生
き
が
い
や
喜

び
を
感
じ
ら
れ
る
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
今
回
の

調
査
結
果
を
基
に
、
現
在
の
「
な
ん

こ
く
男
女
共
生
か
が
や
き
プ
ラ
ン
」

を
見
直
し
、
現
状
を
踏
ま
え
た
新
し

い
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
調
査
結
果
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
『
分
類
で

さ
が
す
』
→
『
人
権
』
→
『
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
』
を
ク
リ

ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
人
権
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
９
）
ま
で

　

全
体
的
に
、
理
想
の
役
割
分
担
を
「
夫
婦
同
程
度
」
と

す
る
割
合
が
大
き
い
も
の
の
、実
際
に
は
「
主
に
妻
」「
主

に
妻
で
一
部
夫
」
の
割
合
が
大
き
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
理
想
も
現
実
も
「
食
事
の
支
度
」
や
「
洗
濯
」

に
つ
い
て
は
妻
に
分
担
を
求
め
、「
生
活
費
を
稼
ぐ
」
で

は
夫
に
分
担
を
求
め
る
割
合
が
大
き
く
、『
男
性
は
仕
事
、

女
性
は
家
事
』
と
い
う
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
が

表
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
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農作業料金

ほ場整備田は区画が広く、作業しやすいので安く、また、枚数も少なく
なるのでさらに割安になります。ほ場整備田ほ場整備田

※お問い合わせは、農林課農林振興係（☎８８０ー６５５９）まで

　平成23年の農作業料金は、南国農業機械銀行推進協議会（農業委員会・機械銀行・
各農協・委託者代表・農業振興センターで構成）で協議され、決定したものです。平
地の10ａ当たりの四角の田を基礎としていますので、細かい条件については受委託者
間で協議してください。
　なお、作業の困難な条件の場合、オペレーターと相談の上、作業受託をお断りする
場合があります。収穫前の水田の水管理には特に注意してください。

作業の種類

　　水田整地Ⅰ

　　水田整地Ⅱ

　    水田整地Ⅲ
  （野菜跡畝立田）
　　水田整地Ⅳ
（飼料作跡休耕田）
　　  元肥施用

　  大豆田の整地

  　そば田の整地

　冬季水田耕起Ⅰ
　冬季水田耕起Ⅱ

　冬季水田耕起Ⅲ

　冬季水田耕起Ⅳ
　　　深　耕
　  ケイカル施用
　  代かきのみⅠ
　  代かきのみⅡ

　　　田植え

　側条施肥田植え

　コンバイン作業
　（早稲・中稲）
　コンバイン作業
　　（跡作稲）
脱穀（早稲・中稲）
脱穀（跡作稲）

　料金（円）
税込み　税抜き

17,850 17,000

19,950

22,050

24,150

2,100増

12,075

12,075

8,400
10,500

12,600

21,000
4,725増
2,100増
8,400
10,500

10,500

13,650

25,200

19,950

11,550
10,500

19,000

21,000

23,000

2,000増

11,500

11,500

8,000
10,000

12,000

20,000
4,500増
2,000増
8,000
10,000

10,000

13,000

24,000

19,000

11,000
10,000

作業の内容と条件など

２回仕上げ…１回目タテ１回、２回目タテ・ヨコ１回
＊基本料金は15,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
３回仕上げ…１回目タテ１回、２回目中だたき、３回目ヨコ
＊基本料金は17,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
３回仕上げ…１回目乾田タテ１回、２回目湛水タテ１回、３回目ヨコ
＊基本料金は19,000円、１枚ごとに2,000円を加算。

３回仕上げ…水田整地Ⅲの１回目低速
＊基本料金は21,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
＊水田整地Ⅰ～Ⅳに元肥施用が付随する場合の加算料金（10ａ当たり）
タテ・ヨコ１回ロータリー耕後、２ｍごとに畝立て
＊基本料金は9,500円、１枚ごとに2,000円を加算。
タテ１回ロータリー耕後、は種してヨコを軽くたたき３ｍごとに溝を切る
＊基本料金は9,500円、１枚ごとに2,000円を加算。（は種は委託者）
タテ１回　　　　＊基本料金は6,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
タテ・ヨコ１回　＊基本料金は8,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
タテ１回　冬季水田耕起Ⅰの低速、休耕田など
＊基本料金は10,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
タテ１回　　　　＊基盤整備直後深耕料金（10ａ当たり）
＊冬季水田耕起Ⅰの行程で深耕する場合の加算料金（１枚ごとに加算）
＊冬季水田耕起Ⅰ～Ⅳにケイカル施用が付随する場合の加算料金（10ａ当たり）
ヨコ１回　　　　＊基本料金は6,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
タテ・ヨコ２回　＊基本料金は8,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
＊基本料金は8,500円、１枚ごとに1,500円を加算（４隅植えを含む）。
　条件の悪い田は話し合いで30％以内の加算（苗代金は除く）。
＊基本料金は11,500円、１枚ごとに1,500円を加算（４隅植えを含む）。
　条件の悪い田は話し合いで30％以内の加算（苗代金は除く）。

＊基本料金は20,000円、１枚ごとに4,000円を加算。
　湿田・倒伏田などは話し合いで基本料金の100％以内で加算。
＊基本料金は16,000円、１枚ごとに3,000円を加算。
　湿田・倒伏田などは話し合いで基本料金の100％以内で加算。

　乾燥（うるち）
　乾燥（も　ち）

1,050
1,260

1,000
1,200

＊それぞれ１俵（60㎏）当たりの料金とし、最低８俵で計算。
　高水分の場合は話し合いで加算。２番口は１袋につき100円。

＊平地の場合であり、その他の条件の場合は別途協議決定。
　クロ積み以外の場合はコンバイン作業に準じて両者協議決定。

作業の種類

　　水田整地Ⅰ

　　水田整地Ⅱ

　    水田整地Ⅲ
  （野菜跡畝立田）
　　水田整地Ⅳ
（飼料作跡休耕田）

　  大豆田の整地

  　そば田の整地

　冬季水田耕起Ⅰ
　冬季水田耕起Ⅱ

　冬季水田耕起Ⅲ

　  代かきのみⅠ
　  代かきのみⅡ

　　　田植え

　側条施肥田植え

　コンバイン作業
　（早稲・中稲）
　コンバイン作業
　　（跡作稲）

　料金（円）
税込み　税抜き

16,800 16,000

18,900

21,000

22,050

11,550

11,550

7,350
9,450

11,550

7,350
9,450

8,400

11,550

23,100

17,850

18,000

20,000

21,000

11,000

11,000

7,000
9,000

11,000

7,000
9,000

8,000

11,000

22,000

17,000

作業の内容と条件など

２回仕上げ…１回目タテ１回、２回目タテ・ヨコ１回
＊基本料金は14,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
３回仕上げ…１回目タテ１回、２回目中だたき、３回目ヨコ
＊基本料金は16,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
３回仕上げ…１回目乾田タテ１回、２回目湛水タテ１回、３回目ヨコ
＊基本料金は18,000円、１枚ごとに2,000円を加算。

３回仕上げ…水田整地Ⅲの１回目低速
＊基本料金は19,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
タテ・ヨコ１回ロータリー耕後、２ｍごとに畝立て
＊基本料金は9,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
タテ１回ロータリー耕後、は種してヨコを軽くたたき３ｍごとに溝を切る
＊基本料金は9,000円、１枚ごとに2,000円を加算。（は種は委託者）
タテ１回　　　　＊基本料金は5,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
タテ・ヨコ１回　＊基本料金は7,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
タテ１回　冬季水田耕起Ⅰの低速、休耕田など
＊基本料金は9,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
ヨコ１回　　　　＊基本料金は5,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
タテ・ヨコ２回　＊基本料金は7,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
＊基本料金は7,500円、１枚ごとに500円を加算（４隅植えを含む）。
　条件の悪い田は話し合いで30％以内の加算（苗代金は除く）。
＊基本料金は10,500円、１枚ごとに500円を加算（４隅植えを含む）。
　条件の悪い田は話し合いで30％以内の加算（苗代金は除く）。
＊基本料金は18,000円、１枚ごとに4,000円を加算。
　湿田・倒伏田などは話し合いで基本料金の100％以内で加算。
＊基本料金は14,000円、１枚ごとに3,000円を加算。
　湿田・倒伏田などは話し合いで基本料金の100％以内で加算。

作業の種類

　　　籾すり

　　  薬剤散布

　  水田地ならし
   育苗（赤土）
   育苗（粒状培土）
　　  玄米運搬
　  　あぜ塗り

　料金（円）
税込み　税抜き

1,050 1,000

1,575

2,940
3,675
8,400
8,925
105
525

1,500
1,260 1,200

2,800
5,250 5,000

3,500
8,000
8,500
100
500

作業の内容と条件など

＊１俵当たり1,000円、出張籾すりは１俵につき100円増し。
　２番口は１袋につき200円

　　  生籾運搬
　（早稲・中稲）
　　  生籾運搬
　　（跡作稲）

4,200

2,625

4,000

2,500

軽四が横付けできる田
＊担ぎ出す田は、3,000円以内で加算。

＊１時間当たり
＊硬化苗10箱当たり（運搬は＋1,000円）
＊硬化苗10箱当たり（運搬は＋1,000円）
＊10ａ当たり８俵、１袋当たり
＊10ｍ当たり

＊粉剤料金（10ａ当たり）
＊粒剤料金（10ａ当たり）
＊液剤防除料金（10ａ当たり）
＊無人ヘリコプター防除料金（10ａ当たり）　地区連反２ha以上が原則

平 成 23 年 農作業料金
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ほ場整備田は区画が広く、作業しやすいので安く、また、枚数も少なく
なるのでさらに割安になります。ほ場整備田ほ場整備田

※お問い合わせは、農林課農林振興係（☎８８０ー６５５９）まで

　平成23年の農作業料金は、南国農業機械銀行推進協議会（農業委員会・機械銀行・
各農協・委託者代表・農業振興センターで構成）で協議され、決定したものです。平
地の10ａ当たりの四角の田を基礎としていますので、細かい条件については受委託者
間で協議してください。
　なお、作業の困難な条件の場合、オペレーターと相談の上、作業受託をお断りする
場合があります。収穫前の水田の水管理には特に注意してください。

作業の種類

　　水田整地Ⅰ

　　水田整地Ⅱ

　    水田整地Ⅲ
  （野菜跡畝立田）
　　水田整地Ⅳ
（飼料作跡休耕田）
　　  元肥施用

　  大豆田の整地

  　そば田の整地

　冬季水田耕起Ⅰ
　冬季水田耕起Ⅱ

　冬季水田耕起Ⅲ

　冬季水田耕起Ⅳ
　　　深　耕
　  ケイカル施用
　  代かきのみⅠ
　  代かきのみⅡ

　　　田植え

　側条施肥田植え

　コンバイン作業
　（早稲・中稲）
　コンバイン作業
　　（跡作稲）
脱穀（早稲・中稲）
脱穀（跡作稲）

　料金（円）
税込み　税抜き

17,850 17,000

19,950

22,050

24,150

2,100増

12,075

12,075

8,400
10,500

12,600

21,000
4,725増
2,100増
8,400
10,500

10,500

13,650

25,200

19,950

11,550
10,500

19,000

21,000

23,000

2,000増

11,500

11,500

8,000
10,000

12,000

20,000
4,500増
2,000増
8,000
10,000

10,000

13,000

24,000

19,000

11,000
10,000

作業の内容と条件など

２回仕上げ…１回目タテ１回、２回目タテ・ヨコ１回
＊基本料金は15,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
３回仕上げ…１回目タテ１回、２回目中だたき、３回目ヨコ
＊基本料金は17,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
３回仕上げ…１回目乾田タテ１回、２回目湛水タテ１回、３回目ヨコ
＊基本料金は19,000円、１枚ごとに2,000円を加算。

３回仕上げ…水田整地Ⅲの１回目低速
＊基本料金は21,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
＊水田整地Ⅰ～Ⅳに元肥施用が付随する場合の加算料金（10ａ当たり）
タテ・ヨコ１回ロータリー耕後、２ｍごとに畝立て
＊基本料金は9,500円、１枚ごとに2,000円を加算。
タテ１回ロータリー耕後、は種してヨコを軽くたたき３ｍごとに溝を切る
＊基本料金は9,500円、１枚ごとに2,000円を加算。（は種は委託者）
タテ１回　　　　＊基本料金は6,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
タテ・ヨコ１回　＊基本料金は8,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
タテ１回　冬季水田耕起Ⅰの低速、休耕田など
＊基本料金は10,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
タテ１回　　　　＊基盤整備直後深耕料金（10ａ当たり）
＊冬季水田耕起Ⅰの行程で深耕する場合の加算料金（１枚ごとに加算）
＊冬季水田耕起Ⅰ～Ⅳにケイカル施用が付随する場合の加算料金（10ａ当たり）
ヨコ１回　　　　＊基本料金は6,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
タテ・ヨコ２回　＊基本料金は8,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
＊基本料金は8,500円、１枚ごとに1,500円を加算（４隅植えを含む）。
　条件の悪い田は話し合いで30％以内の加算（苗代金は除く）。
＊基本料金は11,500円、１枚ごとに1,500円を加算（４隅植えを含む）。
　条件の悪い田は話し合いで30％以内の加算（苗代金は除く）。

＊基本料金は20,000円、１枚ごとに4,000円を加算。
　湿田・倒伏田などは話し合いで基本料金の100％以内で加算。
＊基本料金は16,000円、１枚ごとに3,000円を加算。
　湿田・倒伏田などは話し合いで基本料金の100％以内で加算。

　乾燥（うるち）
　乾燥（も　ち）

1,050
1,260

1,000
1,200

＊それぞれ１俵（60㎏）当たりの料金とし、最低８俵で計算。
　高水分の場合は話し合いで加算。２番口は１袋につき100円。

＊平地の場合であり、その他の条件の場合は別途協議決定。
　クロ積み以外の場合はコンバイン作業に準じて両者協議決定。

作業の種類

　　水田整地Ⅰ

　　水田整地Ⅱ

　    水田整地Ⅲ
  （野菜跡畝立田）
　　水田整地Ⅳ
（飼料作跡休耕田）

　  大豆田の整地

  　そば田の整地

　冬季水田耕起Ⅰ
　冬季水田耕起Ⅱ

　冬季水田耕起Ⅲ

　  代かきのみⅠ
　  代かきのみⅡ

　　　田植え

　側条施肥田植え

　コンバイン作業
　（早稲・中稲）
　コンバイン作業
　　（跡作稲）

　料金（円）
税込み　税抜き

16,800 16,000

18,900

21,000

22,050

11,550

11,550

7,350
9,450

11,550

7,350
9,450

8,400

11,550

23,100

17,850

18,000

20,000

21,000

11,000

11,000

7,000
9,000

11,000

7,000
9,000

8,000

11,000

22,000

17,000

作業の内容と条件など

２回仕上げ…１回目タテ１回、２回目タテ・ヨコ１回
＊基本料金は14,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
３回仕上げ…１回目タテ１回、２回目中だたき、３回目ヨコ
＊基本料金は16,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
３回仕上げ…１回目乾田タテ１回、２回目湛水タテ１回、３回目ヨコ
＊基本料金は18,000円、１枚ごとに2,000円を加算。

３回仕上げ…水田整地Ⅲの１回目低速
＊基本料金は19,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
タテ・ヨコ１回ロータリー耕後、２ｍごとに畝立て
＊基本料金は9,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
タテ１回ロータリー耕後、は種してヨコを軽くたたき３ｍごとに溝を切る
＊基本料金は9,000円、１枚ごとに2,000円を加算。（は種は委託者）
タテ１回　　　　＊基本料金は5,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
タテ・ヨコ１回　＊基本料金は7,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
タテ１回　冬季水田耕起Ⅰの低速、休耕田など
＊基本料金は9,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
ヨコ１回　　　　＊基本料金は5,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
タテ・ヨコ２回　＊基本料金は7,000円、１枚ごとに2,000円を加算。
＊基本料金は7,500円、１枚ごとに500円を加算（４隅植えを含む）。
　条件の悪い田は話し合いで30％以内の加算（苗代金は除く）。
＊基本料金は10,500円、１枚ごとに500円を加算（４隅植えを含む）。
　条件の悪い田は話し合いで30％以内の加算（苗代金は除く）。
＊基本料金は18,000円、１枚ごとに4,000円を加算。
　湿田・倒伏田などは話し合いで基本料金の100％以内で加算。
＊基本料金は14,000円、１枚ごとに3,000円を加算。
　湿田・倒伏田などは話し合いで基本料金の100％以内で加算。

作業の種類

　　　籾すり

　　  薬剤散布

　  水田地ならし
   育苗（赤土）
   育苗（粒状培土）
　　  玄米運搬
　  　あぜ塗り

　料金（円）
税込み　税抜き

1,050 1,000

1,575

2,940
3,675
8,400
8,925
105
525

1,500
1,260 1,200

2,800
5,250 5,000

3,500
8,000
8,500
100
500

作業の内容と条件など

＊１俵当たり1,000円、出張籾すりは１俵につき100円増し。
　２番口は１袋につき200円

　　  生籾運搬
　（早稲・中稲）
　　  生籾運搬
　　（跡作稲）

4,200

2,625

4,000

2,500

軽四が横付けできる田
＊担ぎ出す田は、3,000円以内で加算。

＊１時間当たり
＊硬化苗10箱当たり（運搬は＋1,000円）
＊硬化苗10箱当たり（運搬は＋1,000円）
＊10ａ当たり８俵、１袋当たり
＊10ｍ当たり

＊粉剤料金（10ａ当たり）
＊粒剤料金（10ａ当たり）
＊液剤防除料金（10ａ当たり）
＊無人ヘリコプター防除料金（10ａ当たり）　地区連反２ha以上が原則
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新たな節目の日新たな節目の日

市
民
か
ら
の
お
便
り

昨
年
は
広
報
で
紹
介
の
あ
っ
た
催
し
物
に
参
加
し
て
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
今
年
も
広
報
で
紹
介
さ
れ
る
催
し
物
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１／３　平成22年度成人式
　成人の日（１月10日）を前に３日、スポーツセ
ンターで平成22年度南国市成人式が行われ、新成
人（平成２年４月２日～平成３年４月１日生まれ）
が新たな節目の日を迎えました。
　市内では、534人（男性282人、女性252人）が
この日を迎え、約380人が式典に出席しました。
晴れ着に身を包んだ新成人たちは、式典終了後、
久しぶりに会う小・中
学校時代の恩師や友人
との再会にあちこちで
歓声が上がり、笑顔で
写真を撮り合い、節目
の一日を過ごしました。

▲12／３～５　北海道千歳市立支
笏湖小学校の児童らが訪問

　　　　　　　　（奈路小学校）

▲12／４　第２回図書館まつり　
　　　　　　　（市立図書館）

▲12／２　年末非行防止街頭パレ
　ード　　　　　　（市内巡回）

▲12／４　土曜市感謝祭
　　　　　　　（土曜市駐車場）

▲12／２　南国市電気自動車運行
開始式　　（後免野田小学校）

▲12／４　第21回南国市健康づく
り講演会（保健福祉センター）

▲12／12　南国ライオンズクラブ
歳末チャリティーバザー

　　　（ナンコクスーパーパステ）

▲12／７　こめ地産地消の会が幼
稚園で餅つき

　　　　　　（たちばな幼稚園）

▲12／５　第19回久礼田地区芸能
文化祭　　　（久礼田体育館）
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防火、防災へ決意新たに

市
民
か
ら
の
お
便
り

先
月
の
広
報
に
友
達
の
写
真
が
載
っ
て
い
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。〔
小
１
〕

▲12／18　健康なんこく☆きらり
☆フェア２０１０

　　　　　（スポーツセンター）

▲12／14　民生・児童委員、主任
児童委員の厚生労働大臣委嘱状
伝達式　　（グレース浜すし）

▲12／22　清和女子中高生が賛美
歌を披露　　　　　（市役所）

▲12／18　餅つき体験交流会
　　　　（黒滝自然館せいらん）

▲12／13　奈路小学校の児童らが
木炭「なろっ子炭」などを販売
　　（道の駅南国「風良里」）

▲12／24　十市保育園の園児が門
松作り　　　　　（新宮神社）

▲１／４　体育始め（市役所前） ▲１／１　第46回瓶岩マラソン大
会　　　　（瓶岩体育館周辺）

▲１／１　初日の出祭り
　　　　　　（吾岡山文化の森）

防火、防災へ決意新たに
１／６　平成23年消防出初め式

　南国市消防出初め式が１月６日、吾岡山文化の森
市民の広場で行われました。消防署員をはじめ消防
団員、女性防火クラブ員ら約500人が参加し、防火
と防災への決意を新たにしました。
　式は、ひまわり幼稚園児の演奏で幕開け。武市憲
雄消防団長が「市民が安全で安心して暮らせる南国
市を目指してほしい」と力強くあいさつしました。
続いて、各種点検や女性防火クラブと女性消防団員
による消火器を使った訓練、北部分団瓶岩班による
放水の模範操法がきびきびと行われました。その後、
永年勤続功労章（在団30年）６人と精勤章（在団15年）
４人、優良章（在団５年）13人に橋詰市長から表彰
状が贈られました。
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465

【第464回解答】 【第464回当選者】
田中真由美（大埇甲）
竹村　夫佐（久礼田）
澤村　晃代（緑ヶ丘）
堀内　陽菜（緑ヶ丘）
入交　哲子（田村甲）■応募締切／２月14日㈪必着

■あ て 先／〒７８３－８５０１
　　　　　　南国市大埇甲２３０１
　　　　　　南国市企画課「親子クイズ」係
■賞　　品／正解者の中から抽選で、５名に
　図書カード（1,000円）を贈呈

　親子クイズは、広報委員が毎月順番に
考えています。　　　　　　　　　　　

これは何でしょう？
最近の若い大工さんは、あまり使っていないようです。

★応募総数／102通　　★正 解 率／96％

ａ春美さん
ｂ秋美さん
ｃ夏美さん
ｄ冬美さん

市
民
か
ら
の
お
便
り

先
月
の
親
子
ク
イ
ズ
の
４
人
の
顔
を
見
て
、
私
の
顔
は
秋
美
さ
ん
似
。
こ
の
顔
で
今
年
も
頑
張
る
ぞ
！

高
知
県
暴
力
団
排
除
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

　
　

平
成
23
年
４
月
１
日
施
行　
　

■
県
は
、
暴
力
団
を
許
さ
な
い
社
会
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
！

▼
公
共
工
事
な
ど
県
の
す
べ
て
の
事
務
・

事
業
か
ら
暴
力
団
を
排
除
し
ま
す
。

▼
県
民
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
安
心
し
て

暴
力
団
排
除
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
情

報
の
提
供
、
訴
訟
の
援
助
、
警
察
に
よ

る
保
護
を
行
い
ま
す
。

▼
市
町
村
に
対
し
、
暴
力
団
の
排
除
の
た

め
の
施
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
情
報

の
提
供
な
ど
の
必
要
な
支
援
を
行
い
ま

す
。

■
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の

措
置
を
講
じ
ま
す
！

▼
学
校
、
児
童
福
祉
施
設
、
図
書
館
な
ど

の
施
設
周
囲
200
メ
ー
ト
ル
の
区
域
内
に

お
け
る
暴
力
団
事
務
所
の
開
設
・
運
営

が
禁
止
さ
れ
ま
す
。
【
罰
則
の
対
象
】

▼
青
少
年
に
対
し
、
暴
力
団
に
加
入
せ
ず
、

暴
力
団
員
か
ら
の
犯
罪
の
被
害
を
受
け

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
教
育
を
必
要

に
応
じ
て
行
い
ま
す
。

■
事
業
者
が
暴
力
団
に
金
品
を
渡
す
こ
と

を
禁
止
し
ま
す
！

▼
暴
力
団
の
威
力
を
利
用
す
る
目
的
、
暴

力
団
の
活
動
や
運
営
に
協
力
す
る
目
的

な
ど
で
暴
力
団
員
な
ど
に
対
し
て
金
品

な
ど
の
利
益
の
供
与
を
す
る
こ
と
が
禁

止
さ
れ
ま
す
。
【
勧
告
・
公
表
の
対
象
】

■
不
動
産
所
有
者
や
宅
建
業
者
な
ど
は
、

暴
力
団
事
務
所
の
開
設
の
防
止
に
努
め

ま
す
！

▼
暴
力
団
事
務
所
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を

知
っ
て
、
不
動
産
取
引
を
す
る
こ
と
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。
【
勧
告
・
公
表
の
対

象
】

■
祭
礼
や
花
火
大
会
な
ど
か
ら
暴
力
団
を

排
除
し
ま
す
！

▼
行
事
主
催
者
は
、
露
店
を
出
そ
う
と
す

る
者
が
暴
力
団
員
な
ど
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
、
露
店
を
出
さ
せ
る
こ
と
が
禁

止
さ
れ
ま
す
。
【
勧
告
・
公
表
の
対
象
】

※
お
問
い
合
わ
せ
は

県
警
察
本
部
組
織
犯
罪
対
策
課

暴
排
第
２
係

（
☎
８
２
６
・
０
１
１
０
）
ま
で

暴力団
　追放！
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専
門
学
校
の
シ
ョ
ッ
プ
デ
ザ
イ
ン
科
で
販

売
や
色
彩
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
専
門
学

校
卒
業
後
は
ア
パ
レ
ル
関
係
の
仕
事
に
就
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ア
パ
レ
ル
関
係
の

仕
事
は
年
明
け
か
ら
求
人
が
多
く
な
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
就
職
活
動
で
す
。
目
標
は
セ
レ
ク

ト
シ
ョ
ッ
プ
の
ス
タ
ッ
フ
に
な
り
、
バ
イ
ヤ

ー
な
ど
の
経
験
を
積
み
、
い
ず
れ
は
地
元
に

自
分
の
店
を
開
く
こ
と
で
す
。

　

趣
味
は
中
学
校
か
ら
始
め
た
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
で
す
。
現
在
は
社
会
人
の
チ
ー
ム
で

プ
レ
ー
し
た
り
、
友
達
と
遊
ん
だ
り
し
て
い

ま
す
。
バ
ス
ケ
は
社
会
人
に
な
っ
て
も
続
け

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

成
人
式
で
「
20
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
述
べ

た
久
武
さ
ん
。
友
達
か
ら
「
完
璧
や
っ
た
」
と

声
を
掛
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
、
大
学
の
建
築
・
都
市
デ
ザ
イ
ン
専

攻
２
年
生
で
す
。
学
校
で
は
、
建
物
の
設
計

に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
や

景
観
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
つ
い
て
も
学
ん
で
い

ま
す
。
将
来
は
設
計
事
務
所
に
就
職
し
、
建

築
士
の
資
格
も
取
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

成
人
式
で
は
、
20
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

表
。
そ
の
最
後
に
「
我
夢
に
生
き
て
我
夢
生

（
が
ん
ば
れ
）
」
と
い
う
言
葉
を
入
れ
た
の

で
す
が
、
こ
れ
は
、
修
学
旅
行
で
話
を
聞
い

た
被
爆
体
験
者
の
言
葉
で
す
。
当
時
、
み
ん

な
が
感
銘
を
受
け
た
言
葉
だ
っ
た
の
で
入
れ

た
の
で
す
が
、
今
回
、
同
級
生
か
ら
だ
け
で

な
く
、
列
席
者
か
ら
も
好
評
で
し
た
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で
感
謝
の
言
葉
を
何
度
も

繰
り
返
し
て
い
た
山
本
さ
ん
。
そ
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
す
て
き
な
大
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

建築士を目指して

久
ひさたけ

武　優
ゆう

也
や

さん（篠原）

山
やまもと

本　綾
あや

香
か

さん（東山町）

市
民
か
ら
の
お
便
り

親
子
ク
イ
ズ
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
孫
と
頭
を
悩
ま
し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

地元に自分の店を

～共生社会を目指して～フライト・プラン障害者コーナー⑤フライト・プラン障害者コーナー⑤

　今回は、障害のある方に行った「障
害福祉に関するアンケート調査」から、
就労についての結果を紹介します。
　働きたいのに一般就労ができない理
由としては、「就労条件が合わない」
「周りの人の理解が得られない」など
の意見が多くありました。
　就労に向けた訓練や相談支援の充実、
事業所との連携強化などの必要がある
と考えられます。また、南国市として
は、現在も障害のある方を職員として
雇用していますが、今後も継続した雇
用ができるよう努めていきます。
　合わせて、周囲の人々が「障害のあ
る方も共に地域で生活をしている」と
いう意識を持って、障害者雇用への理
解や協力をしていくことも必要だと思
われます。

※お問い合わせは、福祉事務所社会係（☎８８０－６５６６）まで

質問項目「一般就労をしていない理由は？
（一般就労をされていない方への質問）」

人数 割合

①働かなくても収入はある 452 27.5％
②働きたいが、就労条件が合わない 360 21.9％
③周りの人の理解が得られない 126 7.7％
④今のまま、授産施設や作業所でいい 104 6.3％
⑤授産施設希望だが利用料に抵抗がある 102 6.2％
⑥働きたいが、身体能力的にできない 97 5.9％
⑦在宅でできる仕事が見つからない 78 4.7％
⑧働きたいが、家事などで時間がない 69 4.2％
⑨年齢（高齢）的に働けない 67 4.1％
⑩障害に理解のある事業所がない 44 2.7％
⑪通勤手段、通勤援助がない 43 2.6％
⑫今は働きたい気分でない 42 2.6％
⑬自営、アルバイト、家業手伝いでいい 29 1.8％
⑭身体的・精神的に悪化する不安がある 9 0.5％
その他 21 1.3％
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「売れん。場所が悪いワヨ…」
岩本　タケオ（金地）

市
民
か
ら
の
お
便
り

お
正
月
に
帰
省
し
た
娘
た
ち
が
親
子
ク
イ
ズ
を
解
い
て
く
れ
ま
し
た
。
「
高
知
は
や
っ
ぱ
り
い
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　「広報なんこく」に掲載する有料広告を募集して
います。
■広告掲載者および内容／掲載者は市内に事業所を
　有する事業者とします。内容は法令などに違反な
　く、公益上支障がないもの、そのほか、「南国市
　広報紙発行規則」によります。
■申込方法／所定の申込書で完成版下原稿またはデ
　ータを添えて、お申し込みください。
■備考／広告の掲載は申込順とします。

■広告の規格および掲載料

＊掲載は、３カ月・６カ月・12カ月連続とする。

※申込先・お問い合わせは、企画課秘書広報係
（☎８６３－２１１１　内線 ４０３）まで

　サイズ
（縦×横）

掲　載　料
３カ月 ６カ月 12カ月

4.6㎝×8.0㎝ 30,000円 57,000円 108,000円

4.6㎝×17.0㎝ 60,000円 114,000円 216,000円

規格

  Ａ

  Ｂ

「広報なんこく」有料広告

南
国
市
嘱
託
職
員

■
職
種
／
介
護
認
定
調
査
員

■
資
格
／
（
准
）
看
護
師
、保
健
師
、

理
学
療
法
士
、
社
会
福
祉
士
、

介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門

員
な
ど
の
資
格
を
有
し
、
普
通

自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

■
募
集
人
員
／
１
名

■
雇
用
期
間
／
４
月
～
平
成
24
年

３
月
（
再
雇
用
有
り
）

＊
３
月
７
日
㈪
～
31
日
㈭
の
間
に

約
10
日
間
の
研
修
を
実
施

■
賃
金
／
南
国
市
嘱
託
職
員
賃
金

表
に
基
づ
く
額（
月
17
日
勤
務
）

■
申
込
締
切
／
２
月
23
日
㈬

■
選
考
（
面
接
）

　

２
月
28
日
㈪
午
後
１
時
30
分
～

　

市
役
所
５
階
第
１
委
員
会
室

■
申
込
方
法
／
職
種
を
記
入
し
、

履
歴
書
と
資
格
証
の
写
し
を
郵

　

送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先
／
総
務
課
職
員
係

※
お
問
い
合
わ
せ
は

長
寿
支
援
課
介
護
保
険
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
５
６
）
ま
で

■
募
集
年
齢

　

３
歳
児
（
平
成
19
年
４
月
２
日

～
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

■
募
集
人
数
／
１
名

＊
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
入
園
願
書
配
布
日
・
場
所

　

２
月
７
日
㈪
～
・
幼
保
支
援
課

■
申
込
期
間

　

２
月
７
日
㈪
～
18
日
㈮

■
開
園
時
間
／
月
～
金
曜
日
の
午

前
８
時
～
午
後
３
時

平
成
23
年
度

た
ち
ば
な
幼
稚
園
園
児

＊
水
曜
日
は
午
後
１
時
ま
で

■
授
業
料
／
月
額
６
千
円

■
給
食
費
／
１
食
220
円

■
備
考
／
２
月
19
日
以
降
に
入
園

願
書
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、
補

欠
名
簿
へ
の
登
録
に
な
り
ま
す
。

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

幼
保
支
援
課

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
２
）
ま
で

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ナ
イ
タ
ー

リ
ー
グ
戦
参
加
チ
ー
ム

　

第
33
回
南
国
市
北
部
ソ
フ
ト

　

ボ
ー
ル
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
戦

■
開
催
期
間

▼
練
習
日

　

３
月
６
日
㈰
～
29
日
㈫

▼
リ
ー
グ
戦

　

４
月
３
日
㈰
～
10
月
末

■
と
こ
ろ
／
北
陵
中
学
校

■
参
加
費
／
１
チ
ー
ム
６
千
円

（
登
録
料
を
含
む
）

■
申
込
締
切
／
２
月
28
日
㈪

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
市
北
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟

代
表　

中
西
和
男

（
☎
８
６
２
・
０
６
６
８
）
ま
で

放
送
大
学
４
月
入
学
生

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、

文
学
、
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。
働
き
な
が
ら

学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学

び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業

の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間
／
２
月
28
日
㈪
ま
で

※
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
は

放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
４
３
・
４
８
６
４
）
ま
で
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市
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か
ら
の
お
便
り

子
ど
も
が
ま
だ
小
さ
い
の
で
、
人
が
多
い
年
末
年
始
は
引
き
こ
も
り
し
て
い
ま
し
た
。
気
分
転
換
に
い
い
、
親
子
ク
イ
ズ
で
し
た
（
笑
）。
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高
齢
者
保
健
福
祉
・
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
推
進

運
営
協
議
会
委
員

　

南
国
市
高
齢
者
福
祉
計
画
お
よ

び
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
・

推
進
・
運
営
な
ど
に
あ
た
り
、
広

く
市
民
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、

委
員
の
公
募
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

こ
の
委
員
は
、
南
国
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
お
よ

び
南
国
市
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

運
営
委
員
会
の
委
員
を
兼
務
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
／
市
内
に
住
所
を
有
す
る

40
歳
以
上
（
平
成
23
年
４
月
１

日
現
在
）
で
、
高
齢
者
福
祉
に

関
心
の
あ
る
方

■
募
集
人
員
／
２
～
３
名
程
度

＊
申
込
多
数
の
場
合
は
、
３
月
１

日
㈫
に
公
開
抽
選

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
を
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
２
月
24
日
㈭
必
着

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

長
寿
支
援
課
介
護
保
険
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
５
６
）
ま
で

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

　

国
土
交
通
省
高
知
河
川
国
道
事

務
所
で
は
、
物
部
川
を
管
理
す
る

上
で
欠
か
せ
な
い
地
域
の
方
々
と

の
連
携
を
深
め
る
た
め
、
平
成
23

年
度
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
（
物
部

川
）
を
募
集
し
ま
す
。

■
活
動
内
容

▼
物
部
川
（
自
宅
付
近
の
区
間
）

を
機
会
あ
る
ご
と
に
見
る
。

▼
河
川
の
状
況
に
つ
い
て
気
が
付

い
た
こ
と
を
連
絡
す
る
。

▼
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
連
絡
会
議

に
出
席
す
る
。

■
対
象
／
物
部
川
の
近
隣
に
住
む

満
20
歳
以
上
で
、
川
に
接
す
る

機
会
が
多
く
、
河
川
愛
護
に
関

心
の
あ
る
方

■
モ
ニ
タ
ー
期
間
／
４
月
１
日
～

平
成
24
年
３
月
31
日

■
申
込
締
切
／
３
月
１
日
㈫

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
河
川
国
道
事
務
所

（
☎
８
３
３
・
６
９
０
４
）

物
部
川
出
張
所

（
☎
８
６
３
・
２
７
２
０
）
ま
で

日
章
公
民
館
音
楽
祭

　

日
章
公
民
館
で
初
め
て
の
音
楽

教
室
と
音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す
。

生
の
音
楽
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

本
物
の
楽
器
に
触
っ
て
音
を
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
と
き
／
２
月
12
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ

　

日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料
／
小
学
生
以
下
無
料
、

中
学
生
以
上
500
円

■
備
考
／
古
い
楽
器
の
修
理
調
整

も
行
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

日
章
公
民
館

（
☎
８
６
４
・
３
５
３
５
）
ま
で

　

梅
林
の
散
策
、
西
島
園
芸
団
地

で
の
花
び
ら
入
り
キ
ャ
ン
ド
ル
作

り
な
ど
、
春
の
訪
れ
を
満
喫
し
な

が
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
夕
食
で
は
南
国
市
名
物

の
シ
ャ
モ
鍋
を
食
べ
て
交
流
を
深

め
ま
す
。

■
と
き
／
２
月
19
日
㈯

　

正
午
～
午
後
８
時

■
集
合
場
所

　

サ
ザ
ン
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

■
対
象
／
25
～
45
歳
の
独
身
男
女

■
定
員
／
男
女
各
20
名

■
参
加
費
／
３
千
500
円

（
夕
食
代
を
含
む
）

■
申
込
方
法
／
市
役
所
総
合
案
内

婚
活
バ
ス
ツ
ア
ー
２
０
１
１

in
南
国

　

花
＋
シ
ャ
モ
＋
de
♡（
で
あ
い
）

な
ど
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
し
、

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
締
切
／
２
月
７
日
㈪

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

商
工
水
産
課

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
０

　
　

８
８
０
・
６
２
０
５
）
ま
で

　

軽
ト
ラ
に
載
せ
た
農
産
物
や
加

工
品
な
ど
を
、
歩
行
者
天
国
に
し

た
後
免
町
商
店
街
で
販
売
す
る
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ま
た
、

子
ど
も
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
家
族
で

楽
し
め
ま
す
。

■
と
き
／
２
月
６
日
㈰
午
前
９
時

～
午
後
１
時
（
小
雨
決
行
）

■
と
こ
ろ
／
後
免
町
商
店
街

■
駐
車
場

　

南
国
市
役
所
、
南
国
市
商
工
会

　
※
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
市
商
工
会
内

「
地
産
地
消
ご
め
ん
の
軽
ト
ラ
市
」

実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
８
６
４
・
３
０
７
３
）
ま
で

地
産
地
消
ご
め
ん
の

軽
ト
ラ
市

◆
日
本
語
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会

　

Ｎ
Ｉ
Ａ
（
南
国
市
国
際
交
流
協

会
）
の
日
本
語
講
座
に
参
加
し
て

い
る
外
国
人
が
学
習
の
成
果
を
発

表
し
ま
す
。

■
と
き
／
２
月
27
日
㈰

　

午
後
１
時
～
３
時

■
と
こ
ろ

　

日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
／
無
料

◆
ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
ー

　

参
加
者
各
自
が
料
理
を
持
ち
寄

っ
て
行
う
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。
留

学
生
た
ち
が
作
る
お
国
自
慢
の
料

理
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

■
と
き
／
２
月
27
日
㈰

　

午
後
３
時
～
５
時

■
と
こ
ろ

　

日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
／
一
般
＝
300
円
、
外
国

　

人
・
学
生
・
Ｎ
Ｉ
Ａ
会
員
＝
100
円

＊
手
作
り
料
理
や
果
物
な
ど
４
～

５
人
分
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。
何
も
持
っ
て
き
て
い
な
い

方
は
別
途
１
千
円
が
必
要
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

Ｎ
Ｉ
Ａ
事
務
局　

友
永

（
☎
０
９
０
・４
３
３
２
・７
６
５
２
）

ま
で 日

本
語
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会
と

ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
ー
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国
保
の
保
健
事
業
の
一
環
と
し

て
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た

め
、
南
国
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

の
ご
協
力
を
得
て
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
小
・
中

学
生
、
ま
た
初
心
者
の
方
の
参
加

も
歓
迎
し
ま
す
。

■
と
き
／
２
月
19
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
～

＊
雨
天
の
場
合
は
26
日
㈯

■
と
こ
ろ
／
鳶
ヶ
池
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
申
込
方
法
／
市
民
課
国
保
係
に

あ
る
申
込
書
に
記
入
し
、
市
民

課
国
保
係
ま
た
は
市
民
体
育
館

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
２
月
15
日
㈫

※
お
問
い
合
わ
せ
は

市
民
課
国
保
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
５
５
）
ま
で

第
22
回
南
国
市

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

■
と
き
／
２
月
27
日
㈰

　

午
後
０
時
30
分
～

■
と
こ
ろ
／
市
民
体
育
館

■
種
目
／
団
体
・
個
人
戦

（
共
に
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
制
）

■
参
加
費
／
１
チ
ー
ム
４
千
円

（
当
日
集
金
）

第
32
回
土
佐
は
し
拳
全
日

本
選
手
権
大
会
南
国
場
所

■
申
込
方
法
／
チ
ー
ム
名
と
選
手

名
（
先
鋒
・
中
堅
・
大
将
）
を

記
入
し
、
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
２
月
10
日
㈭
必
着

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

日
本
は
し
拳
南
国
協
会　

神
田
博

（
〒
７
８
３
・
０
０
８
３

南
国
市
浜
改
田
303
・
１

☎
８
６
５
・
２
１
０
３

　

８
６
５
・
２
６
７
８
）
ま
で

■
と
き
／
３
月
４
日
㈮
～
６
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

＊
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

■
と
こ
ろ
／
十
市
高
齢
者
多
世
代

　

交
流
プ
ラ
ザ

■
展
示
／
幼
児
・
児
童
・
一
般
の

絵
画
、
書
道
、
写
真
、
陶
芸
、

押
し
花
、
生
け
花
、
編
み
物
、

ち
ぎ
り
絵
、
彫
塑
・
工
芸
な
ど

■
入
場
料
／
無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
は

中
央
公
民
館

（
☎
８
６
４
・
０
６
２
３
）
ま
で

第
14
回

十
市
・
緑
ヶ
丘
文
化
祭

　

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
新
入
学
児
童
を
対
象

と
し
た
激
励
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
／
３
月
27
日
㈰

　

午
前
８
時
～
午
後
５
時

■
集
合
場
所
／
市
役
所
玄
関
前

■
と
こ
ろ
／
と
べ
動
物
園
、
え
ひ

め
こ
ど
も
の
城

■
対
象
／
南
国
市
在
住
の
ひ
と
り

親
家
庭
の
小
学
校
新
入
学
児
童

と
そ
の
親
（
ま
た
は
祖
父
母
）

＊
兄
弟
姉
妹
の
参
加
も
可

■
参
加
費
／
新
入
学
児
童
＝
無
料

付
き
添
い
の
親
＝
１
千
円

　

兄
弟
姉
妹
＝
500
円

＊
３
歳
未
満
は
無
料

＊
入
園
料
と
昼
食
代
を
含
む

■
備
考
／
参
加
の
新
入
学
児
童
に
、

ひ
と
り
親
家
庭
の

新
入
学
児
童
激
励
会

お
祝
い
の
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。

■
申
込
締
切
／
２
月
28
日
㈪

■
主
催

　

南
国
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

福
祉
事
務
所
子
育
て
応
援
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
６
）
ま
で

　

今
年
も
川
干
の
期
間
を
利
用
し

て
、
河
川
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

舟
入
川
・
新
川
・
藻
川

　
　
　
　
　
　

一
斉
清
掃

い
し
ま
す
。

■
と
き
／
３
月
６
日
㈰
午
前
８
時

＊
小
雨
決
行

■
集
合
場
所

　

市
役
所
北
側
駐
車
場
、
中
央
市

　

民
館
、
篠
原
一
本
松
、
シ
ン
セ

　

イ
南
国
店
駐
車
場
入
口

■
備
考
／
ゴ
ム
手
袋
と
ご
み
袋
は

　

集
合
場
所
で
お
渡
し
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

環
境
課
環
境
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
５
７
）
ま
で

ご
め
ん
・
あ
り
が
と
う
講
座

【
農
業
経
営
改
革
講
座
】

　

平
成
22
年
度

　

地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業

　

農
業
を
経
営
的
な
視
点
か
ら
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
農
業

情
勢
か
ら
国
の
政
策
の
方
向
性
、

流
通
、
販
売
と
い
っ
た
経
営
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

■
と
き
／
２
月
８
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
と
こ
ろ

　

サ
ザ
ン
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

■
テ
ー
マ
／
農
か
ら
農
業
へ
！
農

業
か
ら
農
業
経
営
へ
！

■
講
師
／
寺
本
毅
彦
（
寺
本
経
営

　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
務
所
代
表
）、

　

小
松
一
之
（
こ
う
ち
企
業
支
援

セ
ン
タ
ー
専
任
事
務
局
員
）

■
受
講
料
／
無
料

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
市
地
域
雇
用
創
出
推
進
協
議
会

（
☎　

８
５
５
・
３
９
８
５
）
ま
で

　

６
月
に
日
米
草
の
根
交
流
サ
ミ

ッ
ト
高
知
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
訪
問
団
約
200
人

が
県
内
各
地
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す

る
予
定
で
す
。

　

南
国
市
で
は
、
ど
ん
な
お
接
待

を
し
ま
し
ょ
う
か
？
み
ん
な
で
面

白
い
プ
ラ
ン
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
今
回
受
け
入
れ
で
き
な
く
て

も
、
次
に
は
き
っ
と
役
立
ち
ま
す
。

■
と
き
／
２
月
13
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
と
こ
ろ

　

日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
／
300
円

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

友
永
（
☎
０
９
０
・
４
３
３
２
・

７
６
５
２
）
ま
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

接
待
プ
ラ
ン
を
考
え
よ
う
！

INFORMATIONINFORMATION INFORMATIONINFORMATION

市
民
か
ら
の
お
便
り

も
う
少
し
気
合
い
を
入
れ
て
勉
強
し
な
い
と
、
マ
ジ
や
ば
い
！
〔
中
３
の
母
代
筆
〕
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地
域
内
の
頑
張
っ
て
い
る
皆
さ

ん
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
な
が
ら
、

住
民
と
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
専

門
職
が
一
緒
に
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。

基
調
講
演
や
団
体
交
流
会
な
ど
も

行
い
ま
す
。

地
域
ケ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
い
き
い
き
元
気
・
春
待
ち
祭
」

　

知
ろ
う
、結
ぼ
う
、地
域
の
Wa
！

手
作
り
コ
サ
ー
ジ
ュ
教
室

　

蚕
の
繭
を
使
っ
て
コ
サ
ー
ジ
ュ

を
作
り
ま
す
。

　

卒
業
式
に
、
ま
た
お
祝
い
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
い
か
が
で
す
か
？

■
と
き
／
２
月
22
日
㈫

　

午
前
10
時
～
12
時

■
と
こ
ろ
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
講
師

　

山
本
眞
壽
（
染
織
工
芸
作
家
）

■
対
象
／
18
歳
以
上
の
南
国
市
民

　

お
よ
び
市
内
勤
務
者

■
受
講
料
／
500
円

■
材
料
費
／
800
円
程
度

■
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
、
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ

地
域
と
大
学
を
結
ぶ
会

　

岡
豊
ふ
れ
あ
い
館
（
公
民
館
）

で
は
、
高
知
大
学
医
学
部
と
地
域

住
民
が
共
に
健
康
を
考
え
る
会
を

開
催
し
、
健
康
学
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の

で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
き
／
２
月
25
日
㈮

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
岡
豊
ふ
れ
あ
い
館

■
健
康
講
話

　

肺
の
生
活
習
慣
病
・
慢
性
閉
塞

　

性
肺
疾
患
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
」

■
講
師

　

高
知
大
学
医
学
部
血
液
・
呼
吸

　

器
内
科
学　

教
授　

横
山
彰
仁

■
参
加
費
／
無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
岡
豊
ふ
れ
あ
い
館
担
当

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
９
）
ま
で

就
学
援
助
制
度

　

就
学
援
助
制
度
は
、
経
済
的
な

理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な
児
童

や
生
徒
に
対
し
て
、
援
助
を
行
う

も
の
で
す
。

　

平
成
23
年
度
南
国
市
学
校
給
食

物
資
納
入
業
者
の
登
録
を
受
け
付

け
ま
す
。

■
必
要
書
類
／
市
学
校
給
食
会

　
（
教
育
委
員
会
内
）に
あ
り
ま
す
。

■
受
付
締
切
／
２
月
18
日
㈮

※
受
付
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

市
学
校
給
食
会

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
８
）
ま
で

学
校
給
食
物
資
納
入
業
者

の
登
録

山
田
堰
春
期
水
止
め

■
水
止
め
期
間

　

３
月
１
日
㈫
午
前
８
時
か
ら

　

３
月
９
日
㈬
午
後
５
時
ま
で

■
水
止
め
水
路
／
山
田
堰
井
筋
土

地
改
良
区
全
水
系

■
備
考
／
天
候
や
し
ゅ
ん
せ
つ
、

補
修
作
業
の
都
合
で
期
間
を
延

長
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

山
田
堰
井
筋
土
地
改
良
区

（
☎
０
８
８
７
・５
２
・２
３
１
１
）

ま
で

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
は
、
皆
さ
ま
の

生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
国
か

ら
提
供
さ
れ
る
情
報
を
自
動
で
緊

急
に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

本
市
で
は
、
当
面
、
消
防
無
線

遠
隔
装
置
に
よ
る
広
報
を
利
用
し

て
自
動
放
送
を
行
い
ま
す
。
放
送

が
流
れ
ま
し
た
ら
早
急
な
安
全
確

保
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
情
報
提
供
／
緊
急
地
震
速
報
、

　

大
津
波
警
報
、
津
波
警
報
、
緊

急
に
伝
達
す
る
こ
と
が
必
要
な

国
民
保
護
に
関
す
る
情
報
な
ど

■
運
用
開
始
日
／
３
月
１
日
㈫

※
お
問
い
合
わ
せ
は

危
機
管
理
課

（
☎
８
８
０
・
６
５
７
５
）
ま
で

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

の
運
用
開
始

INFORMATIONINFORMATION INFORMATIONINFORMATION

２
月
に
ス
タ
ー
ト
す
る
「
こ
う
ち
あ
っ
た
か
パ
ー
キ
ン
グ
制
度
」。
必
要
な
方
に
堂
々
と
使
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

市
民
か
ら
の
お
便
り

■
と
き
／
２
月
11
日
㈮

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

■
と
こ
ろ

　

の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
香
南
市
野
市
町
西
野
534
・
１
）

■
基
調
講
演
／
「
優
し
く
温
か
い

　

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
」

■
講
師
／
播
磨
靖
夫
（
財
団
法
人

　

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
」
理
事
長
）

■
参
加
費
／
無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
は

県
中
央
東
福
祉
保
健
所
地
域
支
援
室

（
☎
０
８
８
７
・５
３
・０
２
９
８
）

ま
で

く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
２
月
17
日
㈭

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
６
５
・
８
０
１
５

　
　

８
６
５
・
８
０
１
６
）
ま
で

消
防
サ
イ
レ
ン
の
休
止

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
接

続
工
事
の
た
め
、
消
防
サ
イ
レ
ン

を
吹
鳴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
と
き
／
２
月
19
日
㈯

　

午
後
１
時
～
５
時

※
お
問
い
合
わ
せ
は

消
防
本
部

（
☎
８
６
３
・
３
５
１
１
）
ま
で

■
援
助
対
象

▼
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

　
（
修
学
旅
行
費
・
医
療
費
の
み
）

▼
前
者
に
準
ず
る
程
度
に
経
済
的

に
困
窮
し
て
い
る
方
で
南
国
市

教
育
委
員
会
が
審
査
の
上
、
認

め
た
方

■
援
助
内
容

　

学
用
品
費
、
給
食
費
、
修
学
旅

行
費
、
医
療
費
な
ど

■
申
込
方
法
／
通
学
し
て
い
る
学

校
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

各
学
校
ま
た
は
学
校
教
育
課

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
８
）
ま
で
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INFORMATIONINFORMATION INFORMATIONINFORMATION

市
民
か
ら
の
お
便
り

今
年
、
結
婚
し
ま
す
！
南
国
市
で
同
棲
を
始
め
て
１
年
。
い
よ
い
よ
で
す
♡

日 曜 場　　　　　　所　　・　　時　　　　　　間

2／1 火 久礼田保育所 
　10：25 ～ 10：45

久礼田西公民館 
　10：55 ～ 11：15

後免野田小学校 
　12：50 ～ 13：35

たちばな幼稚園 
　14：00 ～ 14：20

奈路小学校 
　14：45 ～ 15：20

奈路公民館 
　15：25 ～ 15：45

２ 水 後免野田保育園 
　10：20 ～ 10：40

岩村ふれあいセンター 
　10：55 ～ 11：15

香南中学校 
　12：50 ～ 13：10

高知高専宿舎 
　13：25 ～ 13：45

高専切正寮 
　13：50 ～ 14：10

グループホームワルツ 
　14：25 ～ 14：55

３ 木 長岡東部保育園 
　10：20 ～ 10：40

緑ヶ丘 2 丁目 
　14：10 ～ 14：30

県住十市団地 
　14：35 ～ 15：15

あとむ幼稚園 
　15：20 ～ 15：50

４ 金 札場バス停前 
　10：20 ～ 10：40

丸十園芸組合前 
　10：45 ～ 11：05

阿戸公民館 
　11：10 ～ 11：30

日章小学校 
　13：10 ～ 13：40

立田消防屯所南側 
　14：10 ～ 14：30

タマリン館 
　14：40 ～ 15：00

８ 火 あけぼの保育所 
　10：20 ～ 10：40

大湊保育所 
　10：50 ～ 11：10

寶生寺 
　11：15 ～ 11：35

香長中学校 
　13：00 ～ 13：20

白銀荘 
　14：05 ～ 14：25

大篠保育園 
　14：35 ～ 15：05

大篠小学校AB
　15：25 ～ 16：25

９ 水 里保育所 
　10：20 ～ 10：40

稲生小学校 
　12：50 ～ 13：30

白山荘 
　13：40 ～ 14：10

稲生保育園 
　14：20 ～ 14：40

かりやストア前 
　14：45 ～ 15：05

土佐厚生会国府寮 
　15：30 ～ 16：00

10 木 十市小学校 
　12：50 ～ 13：35

15 火 吾岡保育園 
　10：30 ～ 10：50

南海学園 
　10：55 ～ 11：15

国府小学校 
　13：00 ～ 13：30

ケアハウスたんぽぽ 
　14：10 ～ 14：40

医学部中島宿舎 
　14：50 ～ 15：10

ひまわり幼稚園 
　15：35 ～ 16：05

16 水 土佐希望の家 
　10：10 ～ 10：25

国府保育所 
　10：35 ～ 10：55

三和小学校 
　12：50 ～ 13：40

浜窪市営住宅 
　14：00 ～ 14：20

南部営農センター 
　14：30 ～ 14：50

浜改田公民館 
　15：00 ～ 15：30

18 金 蒲原県営住宅 
　10：15 ～ 10：35

医学部蒲原宿舎 
　10：40 ～ 11：00

保健福祉センター 
　11：20 ～ 11：40

鳶ヶ池中学校 
　13：10 ～ 13：30

白木谷小学校 
　13：50 ～ 14：20

希望が丘分校 
　15：00 ～ 15：30

22 火 長岡西部保育所 
　10：20 ～ 10：40

岡豊保育所 
　10：50 ～ 11：10

長岡小学校　　 
　13：00 ～ 13：40

長岡農協 
　13：50 ～ 14：10

南陣山公民館 
　14：20 ～ 14：40

23 水 十市保育園 
　10：30 ～ 11：00

岡豊小学校　　 
　13：00 ～ 13：30

ＪＡ三和支所 
　14：15 ～ 14：35

大湊小学校
　14：50 ～ 15：20

24 木 明見保育所 
　10：15 ～ 10：35

星神社前 
　10：40 ～ 11：00

久礼田小学校 
　12：50 ～ 13：35

植野公民館 
　14：10 ～ 14：30

定林寺公民館 
　14：50 ～ 15：10

北陵中学校 
　15：45 ～ 16：05

　

申
告
期
間
中
は
大
変
混
雑
が
予

想
さ
れ
、
お
待
た
せ
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
領
収
書
な
ど
の
資
料

を
お
持
ち
の
方
は
、
事
前
に
集
計

な
ど
整
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
金
受
給
者
な
ど
の
方

で
所
得
税
の
申
告
を
さ
れ
る
方
も
、

市
役
所
で
申
告
を
受
け
付
け
で
き

ま
す
の
で
、
案
内
状
を
持
参
し
、

指
定
の
日
時
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
申
告
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

済
ま
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
の
収
入
が

な
い
方
は
住
民
税
の
申
告
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
告
期
間

　

２
月
16
日
㈬
～
３
月
15
日
㈫

※
お
問
い
合
わ
せ
は

税
務
課
市
民
税
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
５
４
）
ま
で

住
民
税
（
市
・
県
民
税
）

　
　
　
　
　
　
　

の
申
告

　

年
金
受
給
者
の

　

所
得
税
申
告
も
市
役
所
で

所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
の
確
定
申
告

と
納
税
は
お
早
め
に

　

南
国
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告

や
収
支
内
訳
書
な
ど
の
提
出
書
類

に
つ
い
て
、
ご
自
分
で
作
成
し
、

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）
ま
た

は
郵
送
で
お
早
め
に
提
出
い
た
だ

く
こ
と
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
に
関
す
る
手
続
き

の
詳
細
は
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
自
身
で
確
定
申
告
書

の
作
成
が
で
き
る
よ
う
、
パ
ソ
コ

ン
を
備
え
た
申
告
相
談
会
場
を
設

置
し
、
記
載
方
法
や
パ
ソ
コ
ン
の

入
力
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い

ま
す
。

　

な
お
、
案
内
状
が
送
付
さ
れ
て

い
る
年
金
受
給
者
な
ど
の
方
は
、

当
案
内
状
を
持
参
し
、
市
役
所
税

務
課
で
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
所
得
税
の
確
定
申
告
期
間

　

２
月
16
日
㈬
～
３
月
15
日
㈫

■
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

　

確
定
申
告
期
限
／
３
月
31
日
㈭

※
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
税
務
署

（
☎
８
６
３
・
３
２
１
５
）
ま
で

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.e-tax.nta.go.jp

）

産
業
別
最
低
賃
金
改
正

　

高
知
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・

電
子
回
路
、
電
子
応
用
装
置
、
映

像
・
音
響
機
械
器
具
製
造
業
最
低

賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

■
時
間
額
／
738
円
（
平
成
22
年
12

月
30
日
改
正
発
効
）

■
備
考
／
県
内
の
最
低
賃
金
は
、

こ
の
ほ
か
に
、
高
知
県
最
低
賃

金
（
時
間
額
642
円
）
、
高
知
県

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
業
最
低

賃
金
、
高
知
県
道
路
貨
物
運
送

業
最
低
賃
金
が
あ
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
労
働
局
賃
金
室

（
☎
８
８
５
・
６
０
２
４
）
ま
で

　

婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
県
が

主
催
す
る
養
成
講
座
を
受
講
し
た

方
々
で
、
結
婚
を
望
む
独
身
者
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
応
援
す
る
お
世

話
焼
き
さ
ん
で
す
。
独
身
者
か
ら

の
相
談
を
受
け
、
県
内
の
婚
活
サ

ポ
ー
タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
て
相
手
探
し
の
お
手
伝
い
を

し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
制
度
の
詳

し
い
内
容
や
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
へ

の
相
談
方
法
は
、
市
役
所
の
総
合

案
内
に
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ま

た
は
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ

る
「
こ
う
ち
出
会
い
の
き
っ
か
け

応
援
サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

県
地
域
福
祉
部
少
子
対
策
課

（
☎
８
２
３
・
９
７
１
７
）
ま
で

婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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モルフェイスの領域　海堂尊
祝福　　　　　　　　長嶋有
やぶへび　　　　　大沢在昌
飛水　　　　　　高樹のぶ子
エルニーニョ　　　中島京子
陽だまりの幻想曲　　　楊逸
ＰＲＩＤＥ　　　　石田衣良
かたちだけの愛　平野啓一郎
黄金の夢の歌　　　津島佑子
聖夜　　　　　　佐藤多佳子
お正月さんありがとう

山本孝
トリゴラスの逆襲

長谷川集平
　　　　　　 　 　 ほか

毎週月曜日
11日㈮、25日㈮

２月の休館日■とき／２月21日㈪
　　　   10：00～15：00
■ところ／社会福祉センター

■とき／毎月第１・３土曜日
　　　   10：00～12：00
■ところ／社会福祉センター
※事前に電話で社会福祉協議会
　（☎８６３－４４４４）に予
　約してください。

子犬の譲渡会

人権・行政相談

無料法律相談

　口座振替をご利用の方は、引き落とし
不能にならないよう納期限前に口座の残
金をお確かめください。

発生件数　　  ０件
建物　　　       ０件
山林　　　       ０件
その他　  　     ０件

《救急》
出動回数   188回
急病　  　 117回
交通事故　   23回
一般事故　　31回
その他　      17回

（12月分）

2月の納税は

人身事故件数 死者 負傷者
   22年12月
22年1月～12月

22件
326件

０人 23人
２人 370人

固定資産税（４期分）・国保税（８期分）

《火災》

■とき／２月17日㈭
　　　　９：00～10：00
■ところ／中央小動物管理センター
※事前に電話で県中央小動物管理
　センター（☎８３１－７９３９）
　に連絡してください。

INFORMATIONINFORMATION INFORMATIONINFORMATION

◆
建
設
工
事
指
名
願

　

平
成
23
年
度
に
市
が
行
う
建
設

工
事
な
ど
の
「
一
般
競
争
及
び
指

名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
（
指
名
願
）
」
の
受
け
付
け
な

ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
受
付
期
間

　

２
月
28
日
㈪
～
３
月
11
日
㈮

■
様
式

▼
市
内
・
県
内
業
者

　

高
知
県
統
一
様
式

▼
県
外
業
者

　

国
土
交
通
省
統
一
様
式

▼
建
設
関
連
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど

　

南
国
市
様
式

■
有
効
期
限

▼
市
内
業
者

　

１
年
間
（
平
成
23
年
度
）

▼
市
外
業
者

　

２
年
間
（
平
成
23
・
24
年
度
）

■
備
考

▼
市
外
業
者
は
郵
送
で
も
受
け
付

　

け
ま
す
（
３
月
11
日
㈮
必
着
）。

▼
受
付
票
を
希
望
の
方
は
、
返
信

　

用
封
筒
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
水
道
事
業
も
財
政
課
で
受
け
付

　

け
し
ま
す
。
上
下
水
道
局
へ
の

　

別
途
提
出
は
不
要
で
す
。

建
設
工
事
指
名
願
・

　
　
　

   

物
品
競
争
入
札

　

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受

け
ら
れ
て
い
る
方
は
、
確
定
申
告

（
所
得
税
）
や
市
・
県
民
税
な
ど

の
申
告
を
す
る
場
合
に
、
次
の
よ

う
な
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
障
害
者
控
除

　

要
介
護
度
２
～
５
の
65
歳
以
上

の
方
は
、
障
害
者
手
帳
交
付
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
障
害
者
控
除
の

対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
に
は
、
長
寿
支
援
課
が

発
行
す
る
「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」
が
必
要
で
す
。

■
医
療
費
控
除

　

施
設
に
入
所
ま
た
は
在
宅
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
が
負

担
し
て
い
る
な
か
で
、
医
療
費
控

除
に
該
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
料
が
あ

り
ま
す
の
で
、
領
収
書
を
添
え
て

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
認
め
ら
れ

る
医
療
費
か
ら
一
定
の
金
額
を
差

し
引
い
た
分
が
控
除
対
象
と
な
り

ま
す
。

 

※
お
問
い
合
わ
せ
は

税
務
課
市
民
税
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
５
４
）

長
寿
支
援
課
介
護
保
険
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
５
６
）
ま
で

要
介
護
認
定
を

受
け
ら
れ
て
い
る
方
へ

１
月
１
日
は
寒
い
朝
で
し
た
。
初
め
て
、
初
日
の
出
を
見
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
初
詣
で
に
。
今
年
も
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
！

市
民
か
ら
の
お
便
り

tel.813-0000

地デジのご相談は、
デジサポ高知へ。

［平日9：00～21：00／土・日・祝日9：00～18：00］

高知

アナログ放送は2011年７月24
日に終了します。

地デジの準備や受信状態のご相
談はお早めに！

◆
物
品
競
争
入
札

　

市
が
購
入
す
る
物
品
の
「
物
件

等
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
」
の
受
付
期
間
は
、
建
設

工
事
指
名
願
と
同
様
で
す
。
様
式

は
南
国
市
様
式
で
お
願
い
し
ま
す
。

＊
詳
細
は
、
南
国
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

財
政
課
管
財
係

（
〒
７
８
３
・
８
５
０
１　

南
国
市
大
埇
甲
２
３
０
１

☎
８
８
０
・
６
５
５
２
）
ま
で 
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INFORMATIONINFORMATION INFORMATIONINFORMATION

市
民
か
ら
の
お
便
り

昨
年
は
龍
馬
博
で
盛
り
上
が
っ
た
高
知
県
。
今
年
は
南
国
市
も
盛
り
上
が
り
た
い
も
の
で
す
ね
。

■
移
転
日
／
２
月
14
日
㈪

■
新
所
在
地

　

高
知
市
栄
田
町
２
・
２
・
10

　

高
知
よ
さ
こ
い
彩
都
合
同
庁
舎

※
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
地
方
法
務
局

（
☎
８
２
２
・
３
３
３
１
）
ま
で

高
知
地
方
法
務
局
庁
舎
移
転

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
け

付
け
が
始
ま
り
ま
し
た
。

■
対
象
／
戦
後
強
制
抑
留
者
で
平

　

成
22
年
６
月
16
日
に
日
本
国
籍

　

を
有
す
る
ご
存
命
の
方

■
請
求
期
間

　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

■
備
考
／
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

　

金
か
ら
請
求
書
類
を
お
送
り
し

　

ま
す
。
ま
だ
届
い
て
い
な
い
方

　

は
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
連
絡
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金　

事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

（
☎
０
５
７
０
・０
５
９
・２
０
４
）

＊
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

（
☎
０
３
・５
８
６
０
・２
７
４
８
）

ま
で 戦

後
強
制
抑
留
者
の

皆
さ
ま
へ

　

毎
年
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
で
、
山
田
堰
の
水
止
め
な
ど
を

利
用
し
た
用
排
水
路
の
し
ゅ
ん
せ

つ
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
ゅ
ん
せ
つ
土
砂
の
集
積
場
・

期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
集
積
場
／
鳶
ヶ
池
中
学
校
跡
地

■
集
積
期
間

　

３
月
１
日
㈫
～
13
日
㈰

※
お
問
い
合
わ
せ
は

建
設
課

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
１
）
ま
で

用
排
水
路
の
し
ゅ
ん
せ
つ

土
砂
の
集
積
場
・
期
間

　

電
車
・
バ
ス
に
利
用
さ
れ
て
い

る
「
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
か
」
の
ポ

イ
ン
ト
に
は
２
年
間
の
有
効
期
間

が
あ
り
ま
す
。
乗
車
の
際
に
カ
ー

ド
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
た
運
賃
に

対
し
、
カ
ー
ド
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト

（
５
％
ま
た
は
10
％
）
が
た
ま
り

ま
す
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
は
１
千
ポ

イ
ン
ト
ご
と
に
無
料
還
元
さ
れ
、

再
度
運
賃
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

㈱
で
す
か

（
☎
８
８
２
・
６
３
６
６
）
ま
で

「
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
か
」

の
ポ
イ
ン
ト
有
効
期
間

任意加入制度

　国民年金は、20歳から60歳までの40年間（480カ
月）保険料を納めることにより、満額の老齢基礎年
金が受けられることになっています。しかし、保険
料を納められなかったり、公的年金に未加入の期間
があると、満額の老齢基礎年金は受けられません。
また、保険料を納めた期間（免除や学生納付特例が
認められた期間を含む）が25年（300カ月）以上な
ければ、年を取ってから年金を受けられない場合も
あります。
　任意加入制度は、60歳までに受給資格期間（25年）
を満たせない方や、受給資格期間は満たしていても、
未納や未加入期間があるため減額となる年金を、よ
り満額に近づけたいという方のために、60歳以降も
引き続き65歳まで国民年金に加入できる制度です。
　なお、昭和40年４月１日以前生まれの方は、65歳
までに受給資格期間を満たせなかった場合、特例的
に70歳まで延長して任意加入することができます。
ただし、任意加入の方には免除制度は適用されず、
必ず保険料を口座引き落としにすることが義務付け
られています。

※お問い合わせは
　市民課年金係（☎８８０－６５５５）
　南国年金事務所（☎８６４－１１１１）まで

保険料の納付は「口座振替」で前納がお得

　１年前納（４月～翌年３月分）および６カ月前納
（４月～９月分・10月～翌年３月分）は、「口座振
替」をご利用いただくと、納付書（現金）で前納す
るよりも割引額が高く、さらにお得になります。
◎月々の納付も口座振替の「早割」ならお得
　口座振替による毎月納付の場合、通常の振替日は
翌月末ですが、当月末振替の「早割」をご利用いた
だくと、保険料が割引となりお得です。
◎口座振替のお申し込みは・・・
　年金手帳または納付書、預（貯）金通帳、通帳の
届出印を持って、南国年金事務所までお申し込みく
ださい。金融機関窓口にお申し込みいただいても結
構です。
◎前納のお申し込みは・・・
　口座振替による１年度分および上期６カ月分前納
（４月～９月分）は２月末までに、下期６カ月分（10
月～翌年３月分）は８月末までに、南国年金事務所
必着となるよう、お早めにお申し込みください。す
でに口座振替で前納をされている方（引き続き第１
号被保険者である方）についは、毎年、あらためて
お申し込みいただく必要はありません。
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※お問い合わせは
　環境課環境係（☎８８０－６５５７）まで

＊黒い袋、肥料やお米の袋で中身の確認ができない袋は
　危険なため、使用しないようお願いします。 ＊空き缶（飲料）と他の金属は袋を別にしてください。

▶可燃物・プラスチック容器包装類・ペットボトル・ビ
　ンは指定袋で出してください。
＊指定ごみ袋代金はごみ処理手数料です。指定袋に入っ
　ていない上記のごみは収集しません。

■次の点を必ず守ってごみを出してください。
▶指定日の午前５時～８時までに出してください。
▶お住まいの地区のごみステーションに出してください。
＊地区外のごみステーションには出さないでください。

片山、里改田

 日  曜

領石、植野、久礼田、植田
十市（南部）

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

奈路、亀岩、上倉、才谷、宍崎、外山、中谷、白木谷、八京

片山、里改田、浜改田、天行寺

領石、植野、久礼田、植田

十市（北部）、緑ヶ丘、岩村
稲生

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

２／1

3

2

7

4
3

5

8

11

9
10

14
12

16

18

15

22
21
19

17

水

火

金
木
水

火

土

土

木
水

月

金

月
火

立田

野田（西野田町１丁目を除く）、天行寺

篠原、明見
下咥内、物部、久枝（開田）

祈年（たちばな改良住宅を除く）、東崎（東部）、駅前町

伊達野、大埇団地 
田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
稲吉、西窪、新川、東崎（西部）
能間、野田口、朝日町、城陸、榎田町
稲生

田村

久枝（開田を除く）、下島、前浜
浜改田
片山、里改田

十市（南部）、天行寺、成合

浜改田

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地・住宅を除く）

２／1

2

7
5
4

3

8
9
10
11

14
12

17

16

15

23
24

21
19
18

金

木

木
水
火

土

木

水

土

土

白木谷、八京、蒲原団地、蒲原住宅

奈路、亀岩、領石、植野、上倉、才谷、宍崎、外山、中谷
久礼田、植田

８区（たちばな改良住宅・小籠住宅を含む）
北小籠、東山町、幸町、元町 、小籠１～２丁目、
西島、古市
陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、西島、古市

十市（北部）、緑ヶ丘

３／1
国分、比江、左右山、岩村月28

2

23
24

土

金

月
土

東崎（東部）、日吉町、駅前町、東崎西部改良住宅

水

火

火
月

水
火
月

片山、里改田、浜改田、天行寺、成合
木

水
火

木

土

久枝（開田を除く）、下島、前浜
4 金 立田

火
月

木
25 金

水
22

木

久枝（開田を除く）、下島、前浜

25
26
金

金

日 曜  地　　　　区地　　　区

金

後免町、東崎西部改良住宅、日吉町、西野田町１丁目

と　　き 地　　　　区 と　　き 地　　　　区

２月７日・21日
（第１・３月曜日）

２月１日・15日
（第１・３火曜日）

２月２日・16日
（第１・３水曜日）

２月14日・28日
（第２・４月曜日）

２月８日・22日
（第２・４火曜日）

２月９日・23日
（第２・４水曜日）

３月１日・15日
（第１・３火曜日）

２月３日・17日
（第１・３木曜日）
２月４日・18日
（第１・３金曜日）

２月５日・19日
（第１・３土曜日）

２月10日・24日
（第２・４木曜日）

２月11日・25日
（第２・４金曜日）

２月12日・26日
（第２・４土曜日）

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、下島、田村
物部（下咥内を除く）、野田、後免町

３月３日・17日
（第１・３木曜日）

植田､植野､亀岩､久礼田､才谷､宍崎､上倉､中谷､
成合､白木谷､外山､奈路､八京､領石､幸町､元町、
三軒屋（長岡小籠）､東山町､小籠１～２丁目、
８区、小籠住宅、篠原（北村ストア横）

植田､植野､亀岩､久礼田､才谷､宍崎､上倉､中谷、
成合､白木谷､外山､奈路､八京､領石､幸町､元町､
三軒屋（長岡小籠）､東山町、小籠１～２丁目、
８区､小籠住宅､篠原（北村ストア横）

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、野田口、
西窪、能間、城陸、朝日町、榎田町、東崎（西部）

稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、八木、
山崎、竹中、関、西野々、住吉野、大埇団地、
篠原（北村ストア横を除く）、明見、伊達野

稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、八木、
山崎、竹中、関、西野々、住吉野、大埇団地、
篠原（北村ストア横を除く）、明見、伊達野上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、

下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内
笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎（東部）、駅前町、日吉町、たちばな改良住宅

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎（東部）、駅前町、日吉町、たちばな改良住宅

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、野田口、
能間、東崎（西部）、城陸、朝日町、榎田町、天行寺

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、野田口、

２月７日・21日
（第１・３月曜日）

天行寺

西窪、能間、城陸、朝日町、榎田町、東崎（西部）下島、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、
物部（下咥内を除く）、野田、後免町

ビン・雑ごみ・ペットボトルの収集

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、
新川、稲吉、東崎（西部）

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、
新川、稲吉、東崎（西部）

後免町、野田
立田、田村
東山町、幸町、元町、小籠１～２丁目、８区、祈年、小籠住宅

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地･住宅を含む）

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地･住宅を含む）

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

国分、比江、左右山、北小籠
月28 下咥内、物部、久枝（開田）

26

領石、植野、久礼田、植田３／1

2 水

火
野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、
新川、稲吉、東崎（西部）

下島、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、
物部（下咥内を除く）、野田、後免町
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健康文化都市・南国健康文化都市・南国保健福祉センターからのお知らせ保健福祉センターからのお知らせ

と　き 内　　容 持参物
２月25日㈮

13 : 20～15 : 40
お産の準備、リラックス法
＊動きやすい服装で参加してください 母子手帳

３月４日㈮
13 : 20～15 : 40 妊娠中の過ごし方、母乳の準備 母子手帳

３月９日㈬
９ : 30～11 : 30

先輩ママ・パパや赤ちゃんとの交流
歯の健康チェック

母子手帳
歯ブラシ

３月 12 日㈯
13 : 20～15 : 40 沐浴、妊婦体験 母子手帳

エプロン
３月 18 日㈮

13 : 30～15 : 30 座談会（情報交換＆交流会） 母子手帳

　これからママ・パパになる
方を対象に、安心して妊娠・
出産を迎えていただくための
両親教室を開催します。初産・
経産を問わず、気軽に参加し
てみませんか。
■ところ／保健福祉センター
■定員／20組
■参加費／無料

これからママ・パパの集いこれからママ・パパの集い（両親教室）

　ふたごちゃん、みつごちゃんを子育て中のお母さん、
お父さんや妊婦さん。みんなで交流し、情報交換や仲
間づくりをしませんか。赤ちゃんの計測もできます。
　申し込みは不要です。気軽にご参加ください。
■とき／２月22日㈫10：00～11：00
■ところ／保健福祉センター
■対象／双子・三つ子を子育て中、妊娠中の方や
　そのご家族
■持参物／母子手帳（計測希望の方のみ）

くてくてて
～ふたごちゃん・　　　　　
　　みつごちゃんの集い～

ヘルシー・クッキング
教室

　健康で長生きするための健康づくりには、食事への
心配りが欠かせません。バランスの取れたメニューを
みんなで作り、普段の食生活に生かしましょう。
■とき／２月22日㈫ 10：00～13：00
■ところ／保健福祉センター
■献立（予定）
・さけの混ぜごはん
・根菜のカレー煮
・ひじきサラダ
・みそ汁
・ゆずゼリー
■定員／30名
■持参物／筆記用具、エプロン、三角巾
■参加費／無料
■申込締切／２月15日㈫

無料クーポン券の有効期限は２月28日です。
　まだ受診されていない方は、クーポン券に同封した受託医療機関一覧表を参考にして、
お早めに受診を！

～女性のがん検診『無料クーポン券』受診対象の方へ～

　

マ
マ
友
達
を
つ
く
っ
て
気
分
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。
親

子
で
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
ね
。

集
い
の
日

■
と
き
／
毎
週
月
・
金
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

＊
２
月
11
日
㈮
は
休
み

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

出
張
ひ
よ
こ
ル
ー
ム

■
と
き
・
と
こ
ろ

▼
２
月
23
日
㈬
・
わ
か
く
さ
児
童
館

▼
３
月
１
日
㈫
・
十
市
高
齢
者
多

世
代
交
流
プ
ラ
ザ

■
時
間
／
午
前
10
時
～
11
時

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
＆
ベ
ビ
ー

■
と
き
／
２
月
９
日
㈬

　

午
前
10
時
～
12
時 

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

１
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム

■
対
象
／
妊
娠
期
か
ら
生
後
５
か

月
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者

＊
対
象
の
お
子
さ
ん
の
兄
姉
を
連

れ
て
の
参
加
の
場
合
は
、
子
ど

も
さ
ん
の
お
世
話
が
で
き
る
家

族
の
同
伴
者
が
必
要
で
す
。
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日 曜 当　番　医 電話
２／6 日 あけぼの小児クリニック（田村乙） 878－6611
　11 金 高 田 内 科（大埇乙） 863－3925
　13 日 鍋 島 医 院（国　分） 862－0030
　20 日 たかはし内科小児科（緑ヶ丘） 865－5680
　27 日 し ば た 整 形 外 科（後免町） 864－3412
3／6 日 き び 診 療 所（明　見） 804－6500

＊当番医療機関では、専門外の疾病は十分診察できない
　場合があります。

（変更する場合があります）

内　　容 対　  象 日 曜 受付時間 と　　こ　　ろ

ポ リ オ（ 予 防 接 種 ）

全 地 区

２/21 月 13：30～14：00

保 健 福 祉 セ ン タ ー

４ か 月 児 健 診 ２/24 木

13：00～14：00
1 0 か 月 児 健 診 ２/17 木

１ 歳 ６ か 月 児 健 診
２/ ３ 木
３/ ３ 木

３ 歳 ４ か 月 児 健 診 ２/10 木

愛の献血 全 地 区 
（16～69歳）

２/ ８ 火
９：30～12：30 協 同 組 合 テ ク ノ 高 知
14：30～16：00 ㈱ ミ ロ ク 製 作 所

２/25 金
９：30～11：30 旭食品㈱四国総合流通センター
13：30～16：00 Ｊ Ａ 高 知 病 院

（〒７８３－０００４  南国市大埇甲３２０
  ☎８６３ー７３７３）まで

　※この２ページの健診などの
　　申込先・お問い合わせは
　　　　　　　　　　　　保健福祉センター

至市役所

ガソリン
スタンド

至　香南市レストラン

家具屋

至高知市 南国バイパス

保健福祉
　　センター ＪＡ車輌センター

後免町駅 葬祭場

広
域
農
道

約700m

☆ 休日在宅医

　南国市では平成23年１月１日から、生後２か月以
上５歳未満の方を対象に細菌性髄膜炎などを予防す
るヒブワクチンおよび小児用肺炎球菌ワクチンの接
種を、また中学１年生から高校３年生の年齢に相当
する女性を対象に子宮頸がん予防ワクチンの接種を
行っています。
　これらのワクチン接種は、予防接種法に定める法
定接種ではなく、接種を希望する場合に保護者が自
らの判断により行う任意接種になります。任意接種
ではありますが、平成24年３月31日までに接種され
る場合は、接種費用を公費で負担します。
　ご家族や接種医師とよく相談の上、希望される方
は、この機会に接種してください。

ワクチン接種を実施

健康文化都市・南国健康文化都市・南国保健福祉センターからのお知らせ保健福祉センターからのお知らせ

麻しん（はしか）・風しんの
予防接種はお済みですか

　以下の方が対象になります。
　接種期限内に受けていただくと、保護者の自己負
担はありませんが、期限を過ぎて受けようとすると、
１万円前後の自己負担が必要になります。
　期限内に予防接種を受けるよう、お勧めします。

＊原則、麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲ）を使用
します。麻しん（はしか）または風しんのどちら
か一方にかかったことのある方も、麻しん風しん
混合ワクチン（ＭＲ）が接種できます。

＊３・４期の実施は、平成20年度～24年度までの５
年間限定です。

＊対象の方には予診票をお送りしています。転入さ
れた方、予診票を紛失された方は、ご連絡くださ
い。

対　象　者 接種期限

１期 1 歳児 ２歳の誕生日
の前々日まで

２期
平成16年４月２日～平成17年
４月１日生まれの方（保育園
・幼稚園の年長児に相当する
間）

平成23年３月
31日まで　　３期

平成９年４月２日～平成10年
４月１日生まれの方（中学校
１年生の間）

４期
平成４年４月２日～平成５年
４月１日生まれの方（高校３
年生に相当する間）



あ
と

が

き

市 　の 　統　計交流人口

面　積　 125.35㎢
人　口　 49,381人（－ 22）
　男　　 23,537人（－  7）
　女　　 25,844人（－ 15）
世帯数　 21,338世帯（＋  2）

高知自動車道
南国I.C.

入  125,704台
出  126,465台

高知龍馬空港
出発   42,746人
到着   49,696人

《12月分》

外国人登録者数
男 
女

登録国籍数

261人（－　1） 
131人（＋　1）
130人（－　2）

30カ国
　　　   （　）内は前月比      《平成22年12月31日現在》
出生数　  30人〔 男  16人・女  14人 〕 《12月分》

有権者数《平成22年12月２日現在》
　　　　　　　　　40,040人〔男  18,605人・女  21,435人〕
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「広報なんこく」は、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。

　このコーナーへの応募は、 写真
と赤ちゃんの名前（ふりがな）・
性別・住所・生年月日・電話番号
・コメントを添え、南国市企画課
「こんにちは赤ちゃん」 係まで、
お送りください。
＊２歳の誕生日までの赤ちゃん（応
　募時）に限らせていただきます。

平成22年３月21日生まれ

鍋谷  しおん ちゃん（浜改田）
なべたに

好奇心いっぱいのしおんちゃん。
今日も楽しい「みいつけた」が
あるといいね。

平成20年６月９日生まれ

いつも陽気で明るいはるなちゃん。
周りのみんなを楽しませてくれて
ありがとう。いつまでも仲のいい
姉妹でいてね。

西森　暖菜  ちゃん （里改田）
にしもり

事
務
局
・
企
画
課
秘
書
広
報
係

はるな

　

私
は
ア
メ
リ
カ
中
南
部
の

ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
の
出
身
で

す
。
こ
こ
は
森
林
が
豊
富
で

自
然
が
美
し
い
と
こ
ろ
か
ら

「
自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
州
」

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
も
過
疎
化
が
進
み
だ
し

ま
し
た
。

　

私
の
町
も
周
囲
の
町
も
人

口
は
500
人
以
下
で
す
。
人
々

は
お
互
い
の
こ
と
を
気
遣
い

ま
す
。
お
互
い
の
こ
と
に
関

心
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

人
々
は
助
け
合
う
し
、
「
こ

ん
に
ち
は
」
の
あ
い
さ
つ
を

交
わ
す
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
小
さ
な
町
の
環
境

が
好
き
で
す
。
南
国
市
は
私

の
郷
里
よ
り
は
ず
っ
と
大
き

い
町
で
す
が
、
こ
こ
に
は
私

が
好
き
な
小
さ
な
町
の
魅
力

が
あ
り
ま
す
。

　

ア
ー
カ
ン
ソ
ー
は
「
南
部

の
も
て
な
し
の
心
」
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
高
知
に
も

同
じ
こ
と
が
言
え
る
と
思
い

ま
す
。
高
知
の
人
は
温
か
い

し
、
人
を
受
け
入
れ
る
気
持

ち
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
働
け
る
の
は
素
晴

ら
し
い
機
会
で
す
。
南
国
市

の
人
々
は
大
変
親
切
で
す
。

私
が
一
生
懸
命
日
本
語
で
し

ゃ
べ
ろ
う
と
す
る
の
と
同
じ

よ
う
に
、
英
語
で
言
お
う
と

頑
張
り
ま
す
。
親
切
心
と
他

人
を
気
遣
う
気
持
ち
さ
え
あ

れ
ば
、
言
葉
の
障
害
が
あ
っ

て
も
お
互
い
に
通
じ
合
え
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

私
は
ほ
ほ
笑
み
の
大
事
さ

も
学
び
ま
し
た
。
毎
日
生
徒

た
ち
は
私
を
ほ
ほ
笑
み
で
迎

え
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
私

の
一
日
は
そ
れ
で
明
る
く
な

る
の
で
す
。

　

勉
強
熱
心
で
ユ
ー
モ
ア
の

あ
る
生
徒
や
先
生
た
ち
と
共

に
過
ご
せ
て
、
と
て
も
幸
せ

で
す
。

）））アーカンソーと高知の共通点 ）））

　

２
月
３
日
は
節
分
。
節
分

と
言
え
ば
豆
ま
き
。
私
も
、

ま
い
た
豆
を
自
分
の
年
齢
の

数
だ
け
食
べ
る
と
い
う
習
慣

を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
年

々
豆
の
数
が
増
加
し
、
苦
行

と
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

聞
け
ば
、
大
豆
で
は
な
く
、

落
花
生
を
ま
く
地
方
も
あ
る

の
だ
と
か
。
今
年
は
落
花
生

で
豆
ま
き
を
し
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。　
　
（
Ｋ
）

アンバー　バーネット さん
（アメリカ）
鳶ヶ池中学校




